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今年は市制施行50周年
育てよう！夢みる柏をみんなの心で

主な内容 ＊＊
市制施行５０周年記念イ
ベントの開催・柏の歌が
決定／市政報告
　
「文化の秋」講座特集
　
特集・柏の50年～農業
編「受け継がれてゆく魂と
土」

　情報館（お知らせ、子ども
の広場ほか）
　
街のできごと（フォトニュー
ス）／芹沢　介の世界／
おとなりさん
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柏市のホームページ「かしわシティネット」・アドレス　http://www.city.kashiwa.chiba.jp/

市の人口 (16.9.1 現在 )

３３３，７４６人
1２９，６３４世帯
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と き
と こ ろ
内容・定
員

費 用
申し込み

そ の 他

10月23日㈯午後0時半～4時45分
アミュゼ柏
【第1部】午後0時半～2時半
吉永みち子氏（ノンフィクション作家）の講演「自分らしく生きるために」、ヴィヴァ・マ
ンドリーノによるマンドリン演奏、男女共同参画社会に関する作品の表彰、定員400人
【第2部】午後2時45分～４時45分
①第1分科会＝「定年後を柏で生きる～あなたならどうする、20万時間～」講師：加藤仁
氏（ノンフィクション作家）、定員100人②第2分科会＝「自分らしく生きるためのマ
ネープランとＱ＆Ａ」講師：木村佳子氏（経済評論家）、定員200人③第3分科会＝「女性
の働き方と新しい視点」講師：高橋高子氏（弁護士）、定員28人④第4分科会＝「女性のた
めの安全・安心護身術Wen-do(ウェンドー)」講師：大沼もと子氏（Wen-doインストラク
ター）、定員女性40人（実技あり。体を締め付けない服装で。飲料水の持参を）
無料
はがきに「シンポジウム希望」と明記し、第1部の参加・不参加の別と、第2部に参加を希望する場合は希望の分科
会番号・住所・氏名（ふりがな）・性別・年齢・電話番号を書いて、〒277－8505　柏市役所男女共同参画室へ、9月
30日㈭までに郵送かファクス（7167－1186）か柏市インターネット男女共同参画推進センター
（http://danjo.city.kashiwa.chiba.jp）から申し込みを（必着）※応募は1人1通。応募者多数の場合は抽選
保育・手話通訳・要約筆記あり（事前に申し込みを）。第2・3分科会は事前に質問を受け付け（申込時に明記を）

問男女共同参画室 ☎7167－1127

吉
永
み
ち
子
氏

自分流が時代を変える ～キーワードは男女共同参画社会～
男女共同参画
シンポジウム

　高齢者の道路横断
中の事故が多く起き
ています。自宅付近の
通り慣れた道だから
と油断していると、思
わぬ危険が潜んでい
ることもあります。
「大丈夫だろう」では
なく「車が来るかもし
れない」と思い、いつ
でもどこでも安全な
行動を取りましょう。
　また、夕暮れどきや
夜間は、ドライバーか
ら早く発見してもら
えるように、明るい服
装や反射材を身に着
けましょう。

歩行者のかた
　自転車の乗り方や
マナーについて考え
てください。歩道上を
ベルを鳴らし歩行者
の脇を走り抜けるの
は非常に危険です。自
転車が加害者となる
事故も多発していま
す。　
　歩道は歩行者優先
です。自分勝手な行動
はやめ、ルール・マ
ナーを守り安全運転
しましょう。また、薄
暗くなったら早めに
ライトをつけ、周りの
人に自分の存在を知
らせましょう。

自転車利用のかた
　夕暮れどきは、交通
量も増え、早く帰宅し
たいなど急ぎの心理
も働きます。安全確認
がおろそかになった
り、周りが見えにくく
なったりするため、歩
行者や自転車の発見
も遅れがちになりま
す。車に乗ったらシー
トベルトを締め、気持
ちも引き締め安全運
転しましょう。子ども
には、チャイルドシー
トを着用させましょ
う。

ドライバーのかた

そ れぞれの立場で 配慮を

問柏地区安全運転管理者協議会 ☎7148－5180

と　き

ところ
内 容

9月25日㈯午前11時半～午
後2時半※雨天中止
髙島屋柏店屋上
交通安全クイズ・ゲーム・バザ
ーなど

交通安全チャリティフェア

高齢者ドライバースクール

と　き

ところ
対 象

内 容

費 用
申し込み

9月27日㈪午前9時～午後1
時※雨天決行
柏自動車教習所（松ケ崎）
市内在住の65歳以上で、日
ごろ自動車の運転をしている
かた、20人
危険予測運転、内輪差や死
角の体験、応急救護処置
無料
はがきに「高齢者ドライバース
クール希望」と明記し、住所・
氏名・年齢・電話番号を書い
て、〒277－0835松ケ崎1201
柏自動車教習所へ、9月21日
㈫までに郵送で（必着）※応
募者多数の場合は抽選。当
選者には電話で連絡

問交通施設課 ☎7167－1304柏自動車教習所 ☎7143－8181

自動車や原動機付き自転車の
走行中に携帯電話などを手に
持って、通話したり、メール送
信などのために画像を注視し
たりした者は罰則の対象にな
ります
5万円以下の罰金

飲酒検知拒否に対する罰金
（現行5万円以下）の引き上げ

30万円以下の罰金

携帯電話などの使用に関
する罰則の見直し

飲酒運転対策

集団暴走行為は、迷惑や危険
にあったかたがいない場合で
も検挙され、罰則の対象とな
ります
2年以下の懲役か
50万円以下の罰金

騒音運転などに対する罰則が
新設されます
5万円以下の罰金

消音器不備車の運転者に対す
る罰金（現行2万円以下の罰金
か科料）が引き上げられます

5万円以下の罰金

暴走族対策

※「道路における交通の危険
を生じさせた場合」は現行ど
おり「3月以下の懲役か5万円
以下の罰金」が適用されます

11月1日から施行されます！

（参考）酒酔い運転は3年以下
の懲役か50万円以下の罰金。
酒気帯び運転は1年以下の懲
役か30万円以下の罰金

道路交通法一部改正

　秋の全国交通安全運動が9月21日㈫～ 30日㈭に行われます。高齢者が事故に巻き
込まれるケースが多くなっている中、今回のスローガンは「横断の　老いの手助け
る　みんなの手」。高齢者だけでなく歩行者、ドライバーの皆さんがもう少し気を付
ければ防げる事故も多いはず。市内では今年1月～ 8月で、すでに16人ものかたが交
通事故で亡くなっています。昨年同期比で11人増。起こしたほうも起こされたほう
も不幸にしてしまうのが交通事故です。悲惨な事故を起こさないように交通ルール
をきちんと守りましょう。　　　　　　　　　　　　　問交通施設課 ☎7167－1304

一、通りなれた道でも横断前に必ず安
全確認

高齢者事故防止七ヵ条

一、少し遠回りでも横断歩道を渡る
一、青信号でも右・左折車に目配りを
一、道路の右左がよく見え
る場所から横断する

一、夜間は横断の後半、
左からの車に注意

一、近づいてくる車があるときは通り
過ぎるまで待つ

一、夜光反射材を活用しドライバーか
ら発見されやすく

1人ひとり
が交通安全
の主役に

　今年1月
～8月に市

内で交通事故で亡くなられたか
たは、15件16人です。昨年同期比
で10件11人の増、県内79市町村
中千葉市に次いで、ワースト2位
という厳しい状況です。また、毎
日ほぼ20～25件もの交通事故
（人身・物損）が発生しています。
　県下では全交通事故死者の3
人に1人が高齢者（65歳以上）と

なっていて、特に、道路を横断中
にはねられる事故が目立ってい
ます。高齢者自身が気をつける
のはもちろんですが、ドライ
バーのかたも高齢者のかたが安
全に渡れるよう配慮していただ
きたいですね。
　秋の全国交通安全運動では、
交通安全ボランティアのかたな
どと一緒に1件でも悲惨な事故
をなくしていけるよう努力して
いきます。市民のかたには「1人
ひとりが交通安全の主役」と
なって、交通安全に協力してい
ただけたらと思います。

柏
警
察
署

𠮷
村　

健
一
警
視

0  1  2  3  4  5  6  7  8  9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23   
0

50

100

150

200
( 件 )

( 時 )

180

127
102

172
148

102
83

60 54 46

136
155

118115106113
130

43
201511142932

　朝夕の時間帯に事故が
多く発生しています。中で
も車両相互の追突事故、自
転車と車両の出会い頭の
事故が多いのが特徴です。

死亡事故の40％
は、22時～4時に
発生しています。

■平成15年時間別交通人身事故発生状況（柏市内）

交通死亡事故が多発！
秋の全国交通安全運動

起
こ
し
て
し
ま
っ
て
か
ら
で
は
も
う
遅
い
…



平成16年（2004年）9月15日 第1225号 ②

　柏の街の名物になったストリートミュージックのコンテスト「STREET BREAK」は今
年で7回目を迎えます。厳しい予選を通過した21組のミュージシャンが、グランプリを目指
してハイレベルな音楽を披露します。

9月19日㈰午後3時～7時半
柏駅東口サンサン広場（スカイプラザ前）
グランプリ受賞者は、10月23日㈯に日立柏サッカ
ー場で行われる柏レイソル対セレッソ大阪戦で
演奏する予定です

と き
ところ
その他

商工課☎7167─1141
柏駅周辺イメージアップ推進協議会事務局 ☎7166─0099（月～金曜日午後1時～5時）

STREET  BREAK  KASHIWASTREET  BREAK  KASHIWA
2004

問

9月25日㈯・26日㈰午前9時～午後5時（26日は午後4時半まで）
中央公民館
・オープニング
・サークル・団体の活動成果の発表・展示

・軽食コーナー（有料）
・フィナーレ
無料※実費負担のイベントもあります

と き
ところ
内 容

費 用
問中央公民館 ☎7164─1811

中央公民館フェスティバル
いきいきふれあい！　元気な柏！

市制施行
50周年記念

呼魂太鼓、フォーク演歌

歌声喫茶、編み物、コーラス、民謡、琴、太極拳、自彊（きょう）術、書道、俳
句、社交ダンス、マジック、カントリーダンス、ジャズダンス、ヨガ、カラオケ、気功、
英語、３Ｂ体操、南京玉スダレ、ウオーキングなど

おにぎり、豚汁、蕎麦がき
沖縄エイサー太鼓「とんとんみー」・炎舞太鼓昨年度グランプリ「ヌー

ベルヴァーグ」（柏レイソ
ル対ベガルタ仙台戦にて）

　

異
例
づ
く
め
だ
っ
た
猛
暑
も

よ
う
や
く
秋
風
に
席
を
譲
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。

　

先
月
30
日
、
柏
市
、
沼
南
町

の
合
併
に
関
す
る
申
請
書
を
沼

南
町
の
藤
川
町
長
、
両
市
町
議

長
と
一
緒
に
堂
本
知
事
に
提
出

し
ま
し
た
。

　

同
席
の
皆
さ
ん
か
ら
、
柏
、

沼
南
の
合
併
を
特
色
の
あ
る
地

域
づ
く
り
と
地
方
自
治
進
展
の

礎
に
し
て
ほ
し
い
と
期
待
が
語

ら
れ
ま
し
た
。

　

来
年
３
月
28
日
の
新
市
誕
生

に
向
け
て
、遺
漏
の
な
い
よ
う
、

着
実
に
事
務
を
進
め
ま
す
。

　

◇
沼
南
町
と
の
合
併

　

市
議
会
臨
時
会
の
議
決
を
受

け
、
８
月
30
日
に
、
千
葉
県
知

事
に
対
し
て
合
併
申
請
を
行
い

ま
し
た
。
今
後
、
千
葉
県
議
会

９
月
定
例
会
に
お
け
る
議
決
を

経
て
、
知
事
が
両
市
町
の
廃
置

分
合
を
決
定
し
、
総
務
大
臣
の

告
示
を
も
っ
て
、
そ
の
効
力
が

発
生
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

合
併
期
日
に
向
け
、
事
務
事

業
の
細
目
調
整
や
電
算
シ
ス
テ

ム
の
統
合
整
備
な
ど
の
準
備
作

業
と
中
核
市
移
行
の
た
め
の
具

体
的
な
手
順
の
研
究
を
進
め
ま

す
。

　

◇
市
民
と
の
協
働

　

市
民
公
益
活
動
団
体
の
代
表

や
学
識
経
験
者
、
公
募
の
市
民

な
ど
で
構
成
す
る
「
市
民
と
の

協
働
推
進
会
議
」
の
第
一
回
会

議
を
８
月
21
日
に
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
市
民
参
加
型
の
協

働
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
し

た
。
今
後
も
各
方
面
の
意
見
を

広
く
伺
い
、
情
報
を
収
集
し
な

が
ら
、
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

　

◇
全
国
高
校
総
体
テ
ニ
ス
競

技
　

来
年
度
に
市
内
で
開
か
れ
る

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

テ
ニ
ス
競
技
の
準
備
に
つ
い
て

は
、
柏
ま
つ
り
に
お
い
て
開
催

一
年
前
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま

し
た
。
ま
た
、
国
道
へ
の
横
断

幕
の
掲
示
な
ど
、
テ
ニ
ス
競
技

の
啓
発
活
動
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
ま
す
。

　

◇
小
学
校
給
食
調
理
業
務
の

委
託

　

酒
井
根
小
学
校
と
旭
小
学
校

で
は
、
９
月
３
日
か
ら
委
託
に

よ
る
給
食
を
開
始
し
ま
し
た
。

給
食
調
理
業
務
の
委
託
化
は
市

の
方
針
と
し
て
今
後
も
実
施
し

て
い
く
考
え
で
す
。
柏
現
業
労

働
組
合
と
は
、
労
働
条
件
に
関

す
る
協
議
を
継
続
し
ま
す
。

　

◇
大
学
連
携
型
起
業
家
育
成

施
設
・
東
大
柏
ベ
ン
チ
ャ
ー
プ

ラ
ザ

　

東
大
柏
ベ
ン
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

が
８
月
20
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
新
産
業
創
出
の
拠
点
施
設

と
し
て
、
産
学
官
連
携
に
よ
る

共
同
研
究
等
の
推
進
や
大
学
発

ベ
ン
チ
ャ
ー
の
創
出
・
育
成
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

◇
ぽ
い
捨
て
及
び
違
反
ご
み

出
し
防
止
条
例
の
改
正

　

市
民
か
ら
の
ご
意
見
や
街
頭

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
を
も
と

に
、
指
定
喫
煙
所
以
外
で
の
喫

煙
全
面
禁
止
や
、
市
内
全
域
の

道
路
に
お
け
る
歩
き
た
ば
こ
の

禁
止
な
ど
に
関
す
る
条
例
改
正

の
骨
子
を
ま
と
め
ま
し
た
。
今

後
、
具
体
的
な
条
例
改
正
作
業

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

◇
地
域
健
康
福
祉
計
画
と
ノ

ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
か
し
わ

プ
ラ
ン

　

地
域
健
康
福
祉
計
画
に
つ
い

て
は
、
市
民
か
ら
の
提
言
等
を

踏
ま
え
て
計
画
案
づ
く
り
を
進

め
、
６
月
24
日
、
第
二
期
ノ
ー

マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
か
し
わ
プ

ラ
ン
と
併
せ
て
健
康
福
祉
審
議

会
か
ら
答
申
が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
、
こ
れ
ら
の
計
画
の
実
現

を
目
指
し
て
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　

◇
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
　

防
犯
意
識
の
高
揚
と
防
犯
活

動
へ
の
活
用
を
図
る
た
め
、
市

全
体
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
エ
リ
ア

ご
と
の
犯
罪
発
生
情
報
を
表
示

し
た「
柏
市
犯
罪
発
生
マ
ッ
プ
」

を
作
り
ま
し
た
。
年
三
回
の
情

報
更
新
を
予
定
し
て
お
り
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
チ
ラ
シ
で
も
情

報
提
供
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

◇
市
制
施
行
五
十
周
年
記
念

事
業

　

11
月
20
日
に
記
念
式
典
を
開

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
が
、
記

念
式
典
に
参
加
で
き
な
い
市
民

の
か
た
に
も
市
制
五
十
周
年
を

祝
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
ゲ
ー

ム
大
会
と
、
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
フ
ァ
ミ
リ
か
し
わ
ビ

ル
内
で
、
柏
市
の
五
十
年
を
振

り
返
る
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

ぽ
い
捨
て
条
例
を
改
正
へ

千
葉
県
知
事
に
合
併
申
請

柏市長　本多　晃
9月市議会市政報告

1. 晴れわたる　青空の下
朝の光を
みんながあびて
気持ちよい　今日の始まり
明るい幸せ
この町で…

思いやり　だれにでもある
ささやかな喜びを
大切にして
心と心が通い合う
やさしい幸せ
この町で…

夕暮れの長い影たち
帰り道
包んでくれる
愛しい家族が待っている
あふれる幸せ
この町で…

かしわハッピー
幸せいっぱい
あなたも　わたしも
みんなハッピー
昨日も今日もまた明日も

この空は　今朝も晴れやか
鳥のさえずり
みんなが聞いて
花たちも　咲き始めてる
明るい幸せ
この町で…

失敗は　だれにでもある
友達は宝物
大切にして
勇気をもらえる　はずだから
やさしい幸せ
この町で…

夜空には　光る星たち
いつまでも
包んでくれる
大事な家族がここにいる
あふれる幸せ
この町で…

かしわハッピー
幸せいっぱい
あなたも　わたしも
みんなハッピー
昨日も今日もまた明日も

2.

かしわハッピー 作詞　福岡　まりな（柏五中）
補作　木村　博

が
決
定
し
ま
し
た
（
別
掲
）。

　

こ
の
歌
詞
に
は
柏
を
限
定
す

る
描
写
は
ど
こ
に
も
あ
り
ま
せ

ん
が
、「
柏
に
住
ん
で
い
て
嬉

し
い
、
楽
し
い
」
と
い
う
気
持

ち
が
よ
く
伝
わ
っ
て
く
る
と
い

う
点
が
評
価
さ
れ
、
最
優
秀
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
歌
は
10
月
20
日

（
水
）
〜
22
日
（
金
）
に
市
民

文
化
会
館
で
行
わ
れ
る
柏
市
小

中
学
校
音
楽
発
表
会
で
初
演
奏

さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

▼
最
優
秀　

福
岡
ま
り
な
さ

ん
（
柏
五
中
）

　

▼
優
秀　

平
松
采
子
さ
ん

（
酒
井
根
小
）、
西
井
智
美
さ
ん

（
柏
五
中
）

　

▼
佳
作　

吉
田
あ
ず
さ
さ
ん

（
旭
小
）、吉
田
の
ぞ
み
さ
ん（
旭

小
）、
横
山
公
美
子
さ
ん
（
柏

中
）、宮
村
優
子
さ
ん（
柏
二
中
）

　

問
イ
ベ
ン
ト
・
コ
ン
サ
ー
ト

に
つ
い
て
は
秘
書
課
☎
７
１
６

７
│
１
７
９
６
、
五
十
周
年
記

念
の
歌
に
つ
い
て
は
指
導
課
☎

７
１
６
７
│
１
４
８
２

誕
生
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開

催

　

今
年
は
柏
市
が
誕
生
し
て
五

十
年
目
。
そ
こ
で
、
11
月
20
日

（
土
）
に
、
私
た
ち
の
ま
ち
・

柏
の
誕
生
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
き

ま
す
（
別
表
）。

　

柏
で
生
ま
れ
育
っ
た
人
も
、

最
近
市
民
に
な
っ
た
人
も
、
皆

さ
ん
が
五
十
年
と
い
う
大
き
な

節
目
の
〝
立
会
人
〞。
ま
た
、

こ
れ
か
ら
の
柏
を
育
て
る
仲
間

で
も
あ
り
ま
す
。
家
族
や
友
人

と
一
緒
に
参
加
し
て
新
し
い
柏

の
思
い
出
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

市
制
施
行
50
周
年
記
念

の
歌
の
歌
詞
が
決
定

　

市
制
施
行
五
十
周
年
を
記
念

し
て
募
集
し
た
（
仮
称
）「
柏

│
み
ん
な
の
う
た
│
」
の
歌
詞

集
ま
れ
！

イ
ベ
ン
ト

コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催
と

が
決
定

記
念
の
歌
の

歌
詞

市制施行

周年記念
50

イベント名
①子どもも大
人もチャレ
ンジ50（ゴ
　ー）！

②高木ブー＆
市立柏高校
吹奏楽部・
ハ ッ ピ ー
バースデー
コンサート

③記念式典

と　き ところ 対　象 内　容 申し込み

往復はがきに希望イベント
名を明記し、参加者全員
の住所・氏名・年齢・電話
番号と返信面のあて先を
書 い て、〒277－8799柏
郵便局留　柏市役所秘
書課へ、①は10月15日㈮
まで、②は9月30日㈭まで
に郵送で（当日消印有
効）※①は1枚のはがきで
何人でも可。②は1枚のは
がきで2人までで、応募は
1組1通。応募者多数の
場合は抽選

■市制施行50周年記念イベント

11月20日㈯
午前9時～
11時半

11月20日㈯
午後6時～
8時

市民体育
館

市民文化
会館大ホ
ール

市民文化
会館大ホ
ール

市内在住・在
勤・在学のか
た、700人

招待者
－－－－－

市内在住のか
た、1,400人

ダンスパフォーマンス、柏おど
り、「50秒空き缶たて」「洗たく
バサミつけ50秒」などの参加型
ゲーム※リフティングとフリー
スローに、柏レイソルや女子バ
スケットボール・ＪＯＭＯサン
フラワーズの選手（予定）や強
豪高校の選手も挑戦します

「ブルーハワイ」「小さな竹の橋
の下」など

市政功労者の表彰など ※一般のかたの参加はで
きません

※費用は無料

11月20日㈯
午後2時～
3時半
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　五穀豊じょうを願い、布施弁天の境内で行われた
のが始まりと伝えられる伝統行事。富勢地域ふるさと
協議会によって平成7年から復活したこの伝統の行
事をぜひ見てみませんか。

と　き

ところ
内　容

入場料
その他

問布施近隣センター ☎7132─3100

はっ　　    さく

10月2日㈯午前9時～午後3時※雨天の場
合は10月3日㈰
あけぼの山農業公園果樹園内の特設土俵
大人・子ども（地区内の小・中学生150人）
の相撲の取り組み
無料
模擬店あり

迫力満点の取り組み！

と 　 き

と こ ろ
対 象

内 　 容

費 用
申し込み

問体育課 ☎7167─1536

10月16日～12月4日の毎週土曜日午前10時～
正午（10月30日、11月20日を除く、計6回）
市民体育館
市内在住・在勤で、平成10年4月～平成12年3
月生まれの幼児と保護者、40組（以前に参加し
たかたを除く）
リズム運動、用具や器具を使った運動、ゲーム運
動など
1,000円
往復はがきに、「親子体操教室希望」と明記し、
住所・親子の氏名（ふりがな）・子どもの生年月日・
電話番号と返信面のあて先を書いて、〒277－
8505　柏市役所体育課へ、9月30日㈭までに
郵送で（必着）※応募者多数の場合は抽選

子親 体操教室
　柏の葉キャンパス駅の周辺の整備とまちづくりについて、
駅前開発の関係者のかたの話を聞いてみませんか。

と　き
ところ

定 員
費 用
申し込み

問都市計画課 ☎7167─1144

9月24日㈮午後1時～3時40分
千葉大学環境健康フィールド科学センター（柏の葉6丁目）
※当日は工事のため周辺道路の規制があります（http:
//www.h.chiba-u.jp/center/access/koenkai.pdf参照）
先着100人
無料
はがきに「フォーラム参加希望」と明記し、住所・氏名・電話
番号・ファクス番号・メールアドレス（あるかただけ）・会社名
（学校名）を書いて、〒263－8522千葉市稲毛区弥生町1
－33　千葉大学工学部　宮脇勝へ、9月23日㈭までに
郵送で（必着）※必要事項を書いて、ファクス（043－290
－3496）かメール（miyawaki@faculty.chiba-u.jp）でも可

環境健康ビジネスフォーラム
柏の葉キャンパスとまちづくり

　

対
象　

市
内
在
住
で
全
回
出

席
で
き
る
成
人
男
性
、
先
着
十

五
人

　

内
容　

各
国
の
代
表
的
な
家

庭
料
理
を
作
り
ま
す

　

費
用　

三
千
円
（
材
料
費
）

　

申
し
込
み　

９
月
16
日（
木
）

午
前
９
時
半
か
ら
、
布
施
近
隣

セ
ン
タ
ー
へ
費
用
を
添
え
て　

　

問
布
施
近
隣
セ
ン
タ
ー
☎
７

１
３
２
│
３
１
０
０

思
春
期
の
子
を
持
つ
お

母
さ
ん
の
た
め
の
セ
ミ

ナ
ー
「
自
分
を
生
き
る
」

　

と
き　

10
月
14
日
〜
11
月
25

日
の
毎
週
木
曜
日
午
前
10
時
〜

正
午
（
計
七
回
）

　

と
こ
ろ　

永
楽
台
近
隣
セ
ン

タ
ー

　

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の

女
性
、
先
着
三
十
人

　

内
容　

思
春
期
の
子
の
心
理

・
自
立
訓
練
法
な
ど

　

費
用　

無
料

　

申
し
込
み　

９
月
16
日（
木
）

午
前
９
時
か
ら
、
永
楽
台
近
隣

セ
ン
タ
ー
へ
電
話
か
直
接

　

問
永
楽
台
近
隣
セ
ン
タ
ー
☎

７
１
６
３
│
１
２
０
１

か
な
書
道
入
門
講
座

　

と
き　

10
月
23
日
〜
12
月
11

日
の
毎
週
土
曜
日
午
前
10
時
〜

正
午
（
計
八
回
）

　

と
こ
ろ　

新
田
原
近
隣
セ
ン

タ
ー

　

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の

か
た
、
先
着
三
十
人

　

内
容　

か
な
の
単
体
、連
綿
、

俳
句
・
短
歌
を
書
き
ま
す

　

費
用　

千
百
円
（
教
材
費
）

　

申
し
込
み　

９
月
16
日（
木
）

午
前
９
時
か
ら
、
新
田
原
近
隣

セ
ン
タ
ー
へ
電
話
か
直
接

　

問
新
田
原
近
隣
セ
ン
タ
ー
☎

７
１
６
７
│
１
２
７
６

災
害
対
策
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
養
成
講
座

　

と
き　

10
月
29
日
（
金
）
〜

31
日
（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後

４
時
（
計
三
回
）

　

と
こ
ろ　

千
葉
県
西
部
防
災

セ
ン
タ
ー
（
松
戸
市
）

　

対
象　

五
十
人

　

費
用　

無
料

　

◎
申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
を

　

問
千
葉
県
消
防
地
震
防
災
課

☎
０
４
３
│
２
２
３
│
２
１
７

６

市
民
講
座
「
役
に
立
つ

消
化
器
病
の
お
は
な
し
」

　

と
き　

10
月
２
日
（
土
）
午

後
２
時
〜
５
時

　

と
こ
ろ　

市
民
文
化
会
館
小

ホ
ー
ル

　

定
員　

三
百
人

　

内
容　
「
消
化
性
潰
瘍
（
か

い
よ
う
）
と
ピ
ロ
リ
菌
」
な
ど

　

費
用　

無
料　

　

申
し
込
み　

当
日
、
会
場
へ

直
接

　

問
慈
恵
医
大
柏
病
院
☎
７
１

６
４
│
１
１
１
１
・
保
健
福
祉

総
務
課
☎
７
１
６
７
│
１
１
３

１
手
賀
沼
流
域
フ
ォ
ー
ラ

ム

　

と
き　

10
月
２
日
（
土
）
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
※
雨
天
決

行
（
一
部
イ
ベ
ン
ト
を
除
く
）

　

と
こ
ろ　

手
賀
沼
親
水
広
場

（
我
孫
子
市
）

　

内
容　

講
演
「
子
ど
も
達
と

つ
く
る
湖
沼
の
未
来
」、
小
学

校
の
環
境
学
習
発
表
な
ど　
　

　

費
用　

無
料

　

申
し
込
み　

当
日
、
会
場
へ

直
接

　

問
環
境
保
全
課
☎
７
１
６
３

│
４
４
２
２

地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
講
演
会

　

と
き　

10
月
12
日
（
火
）
午

後
２
時
〜
３
時
半

　

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

　

対
象　

市
内
と
近
隣
市
町
在

住
の
か
た
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
関
係
者
、
先
着
百
五
十
人

　

内
容　

元
気
の
秘
け
つ
に
つ

い
て
の
講
演

　

費
用　

無
料　

　

申
し
込
み　

９
月
16
日（
木
）

午
前
９
時
か
ら
、
身
体
障
害
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
・
フ
ァ

ク
ス
か
直
接

　

問
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
☎
・
℻
７
１
６
３
│
９
３
５

３
講
演
会
「
輝
い
て
生
き

る
」

　

と
き　

10
月
５
日
（
火
）
午

後
２
時
〜
３
時
半

　

と
こ
ろ　

ア
ミ
ュ
ゼ
柏

　

定
員　

四
百
人

　

費
用　

無
料

　

申
し
込
み　

は
が
き
に
「
講

演
会
希
望
」
と
明
記
し
、住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
を
書
い
て
、

〒
２
７
７
│
０
０
２
３
中
央
一

丁
目
一
│
一
ち
ば
ぎ
ん
柏
ビ
ル

五
階　

柏
法
人
会
女
性
部
会
へ

９
月
30
日
（
木
）
ま
で
に
郵
送

か
フ
ァ
ク
ス
で
（
必
着
）
※
応

募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

　

問
柏
法
人
会
女
性
部
会
☎
７

１
６
３
│
３
３
９
３
・
℻
７
１

６
６
│
６
６
２
９

楽
し
い
絵
本
の
せ
か
い

　

と
き　

10
月
６
日
（
水
）
午

後
２
時
〜
３
時

　

と
こ
ろ　

ほ
の
ぼ
の
プ
ラ
ザ

ま
す
お

　

対
象　

市
内
在
住
の
か
た
、

先
着
二
十
人

　

内
容　
「
花
さ
き
山
」「
お
ふ

ろ
だ
い
す
き
」
の
読
み
語
り

　

費
用　

無
料

　

申
し
込
み　

当
日
、
会
場
へ

直
接

　

問
ほ
の
ぼ
の
プ
ラ
ザ
ま
す
お

☎
７
１
７
０
│
５
５
７
０

営
業
職
チ
ャ
レ
ン
ジ
講

座

　

と
き　

10
月
８
日
（
金
）
午

前
９
時
〜
午
後
５
時

　

と
こ
ろ　

勤
労
会
館

　

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
で
、
新
た
に
営
業
職
を
目

指
す
か
た
か
配
置
転
換
な
ど
が

見
込
ま
れ
る
か
た
、
二
十
五
人

　

内
容　

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
、

セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
の
コ
ツ
な
ど

　

費
用　

無
料

　

申
し
込
み　

往
復
は
が
き
に

「
営
業
職
講
座
希
望
」
と
明
記

し
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
・
志
望
動
機
と
返
信
面

の
あ
て
先
を
書
い
て
、
〒
２
７

７
│
８
５
０
５　

柏
市
役
所
商

工
課
へ
、
９
月
27
日
（
月
）
ま

で
に
郵
送
で
（
必
着
）
※
応
募

者
多
数
の
場
合
は
抽
選

　

問
商
工
課
☎
７
１
６
７
│
１

１
４
１

家
庭
果
樹
講
座

　

と
き　

10
月
８
日
、
11
月
５

日
、
来
年
２
月
４
日
の
各
金
曜

日
午
後
１
時
半
〜
３
時
半
（
計

三
回
）

　

と
こ
ろ　

あ
け
ぼ
の
山
農
業

公
園

　

対
象　

市
内
在
住
で
果
樹
作

り
初
心
者
の
か
た
、
五
十
人

　

内
容　

カ
キ
・
ク
リ
・
ブ
ド

ウ
等
の
基
礎
知
識
な
ど

　

費
用　

無
料
（
実
習
教
材
費

等
は
実
費
）

　

申
し
込
み　

往
復
は
が
き
に

「
家
庭
果
樹
講
座
希
望
」
と
明

記
し
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
と
返
信
面
の
あ
て
先

を
書
い
て
、
〒
２
７
７
│
０
８

２
５
布
施
二
〇
〇
五
│
二　

あ

け
ぼ
の
山
農
業
公
園
へ
、
９
月

21
日（
火
）ま
で
に
郵
送
で（
必

着
）
※
応
募
は
一
人
一
通
。
応

募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

　

問
あ
け
ぼ
の
山
農
業
公
園
☎

７
１
３
３
│
８
８
７
７

男
の
料
理
教
室

　

と
き　

10
月
９
日
〜
30
日
の

毎
週
土
曜
日
午
前
10
時
〜
午
後

１
時
（
計
四
回
）

　

と
こ
ろ　

布
施
近
隣
セ
ン
タ

ー

よ
う
こ
そ

よ
う
こ
そ「

文
化
の
秋
」講
座
特
集

※

見
出
し
が
色
刷
り
�
二
重
線
�
の
も
の
は
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す

気
軽
に
知
的
好
奇
心
を
満
た
し
た

い
か
た
に

公
開
講
座

公
開
講
座

興
味
の
あ
る
技
術
や
知
識
を
身
に

つ
け
た
い
か
た
に

ス
キ
ル
ア
ッ
プ

ス
キ
ル
ア
ッ
プ

南
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
シ
ル

バ
ー
学
級

　

と
き　

10
月
６
日
〜
12
月
１

日
の
毎
週
水
曜
日
午
後
１
時
半

〜
３
時
半（
11
月
３
日
を
除
く
、

計
八
回
）

　

と
こ
ろ　

南
部
近
隣
セ
ン
タ

ー
　

対
象　

市
内
在
住
の
六
十
歳

以
上
の
か
た
、
先
着
四
十
人

　

内
容　
「
地
域
の
人
材
に
学

ぶ
」を
テ
ー
マ
に
、教
養
、健
康
、

自
己
表
現
な
ど
を
学
び
ま
す

　

費
用　

無
料（
館
外
学
習
費
・

調
理
実
習
費
は
実
費
）　

　

申
し
込
み　

９
月
16
日（
木
）

午
前
９
時
か
ら
、
南
部
近
隣
セ

ン
タ
ー
へ
電
話
か
直
接

　

問
南
部
近
隣
セ
ン
タ
ー
☎
７

１
７
３
│
１
０
０
０

シ
ニ
ア
の
た
め
の
い
き

い
き
セ
ミ
ナ
ー

　

と
き　

９
月
30
日
〜
10
月
28

日
の
毎
週
木
曜
日
午
後
１
時
半

〜
３
時
半
（
計
五
回
）

　

と
こ
ろ　

ア
ミ
ュ
ゼ
柏

　

対
象　

市
内
在
住
で
六
十
歳

以
上
の
か
た
、
先
着
二
十
五
人

　

内
容　

健
康
づ
く
り
の
た
め

の
講
座
や
太
極
拳
・
暮
ら
し
の

情
報
・
絵
手
紙
づ
く
り
な
ど

　

費
用　

二
百
円
程
度
（
材
料

費
）

　

申
し
込
み　

９
月
16
日（
木
）

午
前
９
時
か
ら
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏

へ
電
話
か
直
接

　

問
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
☎
７
１
６
４

│
４
５
５
２

「
太
極
拳
」
体
験
講
座

　

と
き　

10
月
18
日
・
25
日
の

各
月
曜
日
午
前
10
時
〜
11
時
半

（
計
二
回
）

　

と
こ
ろ　

中
央
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー

　

対
象　

市
内
在
住
の
六
十
歳

以
上
で
、
全
回
参
加
で
き
る
か

た
、
四
十
人

　

費
用　

無
料

　

申
し
込
み　

往
復
は
が
き
に

「
太
極
拳
体
験
講
座
希
望
」
と

明
記
し
、
住
所
・
氏
名
（
ふ
り

が
な
）・
年
齢
・
電
話
番
号
と

返
信
面
の
あ
て
先
を
書
い
て
、

〒
２
７
７
│
０
０
０
５
柏
五
丁

目
八
│
一
二　

教
育
福
祉
会
館

内
中
央
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

へ
、
９
月
22
日
（
水
）
ま
で
に

郵
送
で
（
当
日
消
印
有
効
）
※

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

　

問
中
央
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
７
１
６
３
│
９
３
５
６

男
性
向
け
・
こ
れ
で
安

心
家
事
講
座

　

と
き　

10
月
22
日
〜
11
月
５

日
の
毎
週
金
曜
日
午
前
10
時
〜

正
午
（
10
月
29
日
は
午
後
２
時

ま
で
。
計
三
回
）

　

と
こ
ろ　

身
体
障
害
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
、
中
央
公
民
館
（
10

月
29
日
）

　

対
象　

市
内
在
住
の
六
十
歳

以
上
で
、
調
理
等
の
家
事
が
未

経
験
の
男
性
、
先
着
二
十
五
人

　

内
容　

調
理
と
栄
養
に
つ
い

て
の
講
話
、
調
理
・
掃
除
・
洗

濯
実
習
な
ど

　

費
用　

五
百
円
程
度
（
調
理

実
習
費
）　　

　

申
し
込
み　

９
月
16
日（
木
）

午
前
９
時
か
ら
、
身
体
障
害
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
・
フ
ァ

ク
ス
か
直
接

　

そ
の
他　

リ
フ
ト
付
き
無
料

送
迎
バ
ス
あ
り
。
９
月
30
日

（
木
）
ま
で
に
申
し
込
み
を

　

問
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
☎
・
℻
７
１
６
３
│
９
３
５

３
　
【
お
こ
と
わ
り
】

　
「
と
な
り
町
沼
南
」
は
、
都

合
に
よ
り
お
休
み
し
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
若
い
も
の
に
は
負
け
な

い
と
い
う
か
た
に

歳
以
上
の
か
た
向
け

60
歳
以
上
の
か
た
向
け

60
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　古来から人は、生きるための一手段として農業を営
んできました。日本に稲作が伝わったのは弥生時代と
も言われています。雨降りや収穫を祈願して行う篠籠
田の「三匹獅子舞」や船戸の「おびしゃ」などの芸能も、
農民の生活の中から生まれました。以来、田畑を耕し
農作物を生産する農業の営みは、戦争や開発の波を乗
り越えて今でも柏に残っています。今回は市制が敷か
れてから50年間の「柏の農業」の歩みを振り返ります。

　
　
　

和
29
年
、
市
制
施
行
当 

　
　
　

時
の
柏
は
駅
前
の
商
店

街
を
過
ぎ
る
と
、
ま
だ
農
村
の

た
た
ず
ま
い
を
色
濃
く
残
し
た

ま
ち
で
し
た
。
昭
和
35
年
ご

ろ
の
産
業
の
中
心
は
農
業
と
商

業
。
柏
の
農
業
は
、
都
心
か
ら

二
十
数
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
い
う

利
点
を
生
か
し
て
、
首
都
圏
に

作
物
を
供
給
す
る
都
市
型
農
業

と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　
　
　

か
し
、
昭
和
40

　
　
　

年
代
、
柏
の
産

業
構
造
は
大
き
く
変
わ 

り
ま
し
た
。
日
本
経
済

の
高
度
成
長
に
よ
り
首

都
圏
に
人
口
が
集
中

し
、
柏
で
も
住
宅
・
団

地
の
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
が

起
き
、
人
口
が
急
増
し

ま
し
た
。
ま
た
、
道
路
・

交
通
機
関
等
の
立
地
条

件
が
整
備
さ
れ
た
こ
と

で
、
根
戸
・
十
余
二
な

ど
に
相
次
い
で
工
業
団

地
が
造
成
さ
れ
ま
し
た
。
実
は

こ
れ
ら
住
宅
地
・
工
業
地
の
ほ

と
ん
ど
が
、
畑
・
山
林
な
ど
農

地
を
転
用
し
て
作
ら
れ
ま
し
た 

（
別
表
１
参
照
）。
こ
う
し
て
商

工
業
の
発
展
と
引
き
換
え
に
、

柏
の
農
業
は
後
退
し
て
い
っ
た 

の
で
す
。
昭
和
35
年
に
柏
市
の 

就
業
者
の
う
ち
三
分
の
一
を
占 

め
て
い
た
農
業
従
事
者
は
、
現

在
で
は
わ
ず
か
に
一
％
（
別
表

２
参
照
）。
ま
た
、
農

業
だ
け
で
生
計
を
立
て

る
専
業
農
家
は
昭
和
35

年
に
は
五
〇
％
あ
り
ま

し
た
が
、順
次
第
一
種
・

第
二
種
兼
業
農
家
に
変

わ
り
、
平
成
12
年
に
は

一
七
％
に
。
柏
の
高
度

成
長
期
＝
昭
和
40
年
代

に
脱
農
と
兼
業
化
が
進

ん
だ
と
い
え
ま
す
。

　
　
　

産
物
も
変
わ

　
　
　

り
ま
し
た
。

昭
和
の
初
め
は
主
に

米
・
麦
、
野
菜
は
里

芋
・
ほ
う
れ
ん
そ
う 

・
し
ょ
う
が
が
自
給

的
に
作
ら
れ
て
い
た

そ
う
で
す
。
昭
和
30

年
代
に
ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
が
普
及
し
た
こ

と
で
、
い
ち
ご
や
な

し
・
ぶ
ど
う
・
さ
つ

ま
芋
な
ど
も
作
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
一
方
で
、

市
場
流
通
の
発
達
に

伴
い
、
少
な
い
品
目

を
大
量
に
生
産
し
市
場
に
出
荷

す
る
形
の
農
業
が
進
み
、
現

在
で
は
か
ぶ
・
ね
ぎ
・
ほ
う
れ

ん
そ
う
の
三
品
目
で
野
菜
の
生

産
量
全
体
の
八
〇
％
を
占
め
て

い
ま
す
。
特
に
か
ぶ
は
〝
豊
四

季
小
か
ぶ
〞
と
し
て
全
国
的
に

有
名
で
、
日
本
一
の
生
産
量
を

誇
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昭
和

50
年
ご
ろ
全
国
に
先
駆
け
て
、

柏
で
中
国
野
菜
が
栽
培
さ
れ
た

こ
と
も
有
名
で
す
。

　
　
　

在
、
柏
の
農
業
は
「
都 

　
　
　

市
住
民
と
の
共
生
」
が

テ
ー
マ
。
平
成
６
年
４
月
に

は
ア
ス
レ
チ
ッ
ク

や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

ガ
ー
デ
ン
、
市
民

農
園
な
ど
を
備
え

た
あ
け
ぼ
の
山
農

業
公
園
が
オ
ー
プ

ン
。
手
軽
に
農
業
と
触
れ
合
え

る
施
設
と
し
て
好
評
で
す
。
特

に
４
月
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
は
市
内
だ
け
で
な

く
関
東
近
県
か
ら
も
観
光
に
訪

れ
る
ほ
ど
の
人
気
イ
ベ
ン
ト
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
近
で
は
地
元
で
採

れ
た
野
菜
を
地
元
で
消
費
し
て

も
ら
お
う
と
い
う「
地
産
地
消
」

の
一
環
と
し
て
、
今
年
５
月
に

農
産
物
直
売
所
「
か
し
わ
で
」 

が
高
田
に
オ
ー
プ
ン
。
朝
採
り

野
菜
が
手
軽
に
買
え
る
と
あ
っ

て
連
日
盛
況
で
す
。

　

さ
ら
に
、
来
年
開
業
す
る
つ

く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
柏
た
な

か
駅
に
程
近
い
上
利
根
地
区
で

は
、
有
限
会
社
「
柏
み
ら
い
農

場
」
に
よ
っ
て
、
三
十
余
年
に

わ
た
る
休
耕
地
が
広
大
な
農
場

に
生
ま
れ
変
わ
る
予
定
で
す
。

〔 　〕■表2　柏市の就業者数比率の変化

第1次
産業第3次

産業

第2次
産業

29.5％⬅

25.4％

45.1％

1.1％2.0％

23.9％

73.0％

農業、林業、
牧畜業など

〔 　〕工業、鉱業、
建築業など〔 　 〕商業、通信運

搬業、その他
サービス業

昭和
35年

平成
12年

（分類不能） [1,846人]

[8,236人]

総数 27，906人総数 161，917人

■表1　柏市の土地利用の変化

0 20 40 60 80 100

昭和
32年

（％）

➡
➡

平成
15年

昭和
51年

田 畑 山林

宅地（商・工業地を含む） その他

１９．０ 39.9 7.929.2 4.0

20.0 27.1 28.317.1 7.5

9.6 13.4 37.05.9 34.1

　田・畑・山林の
面積が市面積の
88％を占めてい
たが、農地の転用
が進んだ結果、昭
和51年には64％
に、現在は29％に
まで減った。

公園や学校、道路な
ど非課税の公有地を
その他に分類するこ
ととしたため増えた
もの

（％）

農業に携わる女性の地位向上を
女性連合会会長・倉持和代さん（布施在住）

昭和
21年

平成
4年 29年37年46年 45年50年6年14年15年16年

明治
2年

大正
7年10年 8年

小
金
・
佐
倉
牧
の
開
墾
が
奨
励
さ

れ
る

花
野
井
の
吉
田
甚
左
衛
門
氏
が
初

め
て
ト
ラ
ク
タ
ー
を
使
用

農
業
の
機
械
化
と
注
目
さ
れ
る

千
代
田
村
柏
の
寺
島
五
兵
衛
氏
が

ト
マ
ト
を
栽
培

当
時
は
観
賞
用
だ
っ
た
ト
マ
ト
。

近
所
で
珍
し
が
ら
れ
る

豊
四
季
の
恩
田
藤
太
郎
氏
、か
ぶ

の
栽
培
始
め
る

現
在
全
国
一
の
生
産
量
を
誇
る
豊

四
季
小
か
ぶ
の
原
点

利
根
遊
水
池
の
築
堤
始
ま
る

そ
れ
ま
で
毎
年
の
よ
う
に
利
根
川

の
水
害
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
し
た

市
制
施
行
さ
れ
る

東
葛
地
区
に
豚
コ
レ
ラ
ま
ん
延
。

七
百
五
十
五
頭
が
被
害
に

国
に
よ
る
米
の
減
反
政
策
始
ま
る

公
設
総
合
地
方
卸
売
市
場
完
成

食
料
品
の
安
定
供
給
始
ま
る

柏
市
農
協
小
か
ぶ
研
究
会
発
足

関
場
町
に
貸
し
農
園
百
八
十
区
画

を
開
設

イ
チ
ゴ
レ
ン
タ
ル
園
募
集
開
始

生
産
緑
地
地
区
の
指
定

市
街
化
区
域
内
の
生
産
緑
地
以
外

の
農
地
は
宅
地
並
み
課
税
に

あ
け
ぼ
の
山
農
業
公
園
オ
ー
プ
ン

風
車
と
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
名
物
に

防
災
協
力
農
地
制
度
が
開
始

現
在
ま
で
に
十
三
カ
所
が
指
定

有
限
会
社
柏
み
ら
い
農
場
が
設
立

休
耕
地
だ
っ
た
上
利
根
地
区
の
有

効
活
用
を
目
指
す

農
産
物
直
売
所「
か
し
わ
で
」が

オ
ー
プ
ン

採
れ
た
て
野
菜
が
大
人
気

受け継がれてゆく魂と土受け継がれてゆく魂と土

―
―

い
つ
か
ら
農
業
に
従
事

し
て
い
る
の
で
す
か

　

う
ち
は
豊
四
季
で
代
々
営
む

専
業
農
家
で
、
私
は
昭
和
32

年
、
二
十
歳
の
と
き
に
始
め
ま

し
た
。

―
―

小
か
ぶ
作
り
は
こ
の
五

十
年
間
で
変
わ
り
ま
し
た
か

　

昭
和
30
年
代
の
初
め
に
ビ
ニ

ー
ル
ハ
ウ
ス
を
使
っ
た
ト
ン
ネ

ル
栽
培
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て

か
ら
、
秋
作
だ
け
だ
っ
た
か
ぶ

が
春
に
も
、
そ
の
う
ち
一
年
中

作
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
も
農
協
青
年
部
の
メ
ン

バ
ー
で
「
小
か
ぶ
研
究
会
」
を

結
成
し
、
生
産
技
術
の
研
究
に

励
み
ま
し
た
。

―
―

機
械
化
は
ど
の
よ
う
に

進
み
ま
し
た
か

　

米
な
ど
多
く
の
農
家
が
扱
っ

て
い
る
作
物
の
場
合
は
メ
ー
カ

ー
が
次
々
と
機
械
を
作
っ
て
く

れ
る
の
で
す
が
、
か
ぶ
の
場
合

は
そ
う
は
い
き
ま
せ
ん
。
大
体

は
自
分
が
ア
イ
デ
ア
を
出
し
、

業
者
に
開
発
し
て
も
ら
う
形

で
、
種
を
ま
く
た
め
の
「
播
種

（
は
し
ゅ
）
機
」
な
ど
を
作
り

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
栽

培
に
か
か
る
労
力
が
減
り
、
よ

り
広
い
面
積
で
小
か
ぶ
を
作
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

―
―

懐
か
し
い
思
い
出
話
・

エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
が
あ
っ
た
ら

教
え
て
く
だ
さ
い

　

聞
い
た
話
で
す
け
れ
ど
、
大

正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
の
こ

ろ
、
柏
の
子
ど
も
た
ち
は
〝
口

減
ら
し
〞
の
た
め
に
野
菜
の
産

地
だ
っ
た
東
京
・
葛
飾
区
に
奉

公
に
出
た
そ
う
で
す
。
そ
こ
で

開
墾
作
業
を
す
る
傍
ら
野
菜
を

作
る
技
術
を
習
得
し
た
そ
う
で

す
よ
。

―
―

柏
の
農
業
の
生
産
物
は

ど
う
変
わ
り
ま
し
た
か

　

昔
は
さ
つ
ま
芋
、
米
、
麦
、

そ
の
合
間
で
す
い
か
や
し
ょ
う

が
な
ど
、
一
つ
の
農
地
で
時

期
ご
と
に
異
な
る
作
物
を
作
る

「
組
み
合
わ
せ
」
農
業
が
多
か

っ
た
気
が
し
ま
す
。
し
か
し
そ

れ
で
は
継
ぎ
目
の
と
こ
ろ
で
ど

う
し
て
も
二
つ
の
作
物
が
重
な

っ
て
し
ま
い
、
集
中
的
に
作
業

が
忙
し
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
今
で
は

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の

普
及
や
栽
培
方
法
の

工
夫
に
よ
り
、
年
間

通
し
て
一
つ
の
作
物

を
作
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
富
勢
の
米
や
藤

心
の
大
根
・
し
ょ
う

が
な
ど
、
地
域
ご
と

に
収
益
性
の
あ
る
一

つ
の
品
種
を
集
約
的

に
作
る
農
家
が
増
え

た
と
思
い
ま
す
。

―
―

農
家
が
減
っ
て
い
っ
た

こ
と
（
兼
業
化
も
含
め
て
）
を

ど
う
思
い
ま
し
た
か

　

私
の
地
区
で
は
、
昭
和
30
年

代
に
か
ぶ
作
り
を
し
て
い
た
六

十
人
近
い
メ
ン
バ
ー
の
う
ち
、

今
も
続
け
て
い
る
の
は
た
っ
た

の
五
人
で
す
よ
。
皆
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
に
な
っ
た
り
他
の
職
業
に

転
職
し
て
い
き
ま
し
た
。
今
で

も
続
け
て
る
の
は
よ
っ
ぽ
ど

の
頑
固
者
で
し
ょ
う
ね
（
笑
）。

信
念
や
理
念
を
強
く
持
っ
た
人

だ
け
が
残
っ
た
と
い
う
こ
と
で

し
ょ
う
か
。

―
―

農
業
の
後
退
は
や
は
り

昭
和
40
年
代
に
柏
が
都
市
化
し

て
い
っ
た
こ
と
に
関
係
が
あ
る

と
思
い
ま
す
か

　

日
本
全
体
と
し
て
の
経
済
成

長
の
中
で
、
国
策
と
し
て
工
業

や
商
業
に
労
働
力
が
吸
い
上
げ

ら
れ
て
い
っ
た
の
で
す
か
ら
、

仕
方
の
な
い
こ
と
で
す
。ま
た
、

ア
メ
と
ム
チ
と
も
言
え
る
国
の

土
地
政
策
に
よ
り
農
地
を
売
っ

て
い
っ
た
人
に
つ
い
て
も
、
自

分
の
意
思
と
い
う
よ
り
は
む
し

ろ
時
代
の
流
れ
に
乗
っ
た
も
の

か
と
。戦
争
も
同
じ
で
す
が
二
・

三
十
年
た
っ
て
振
り
返
っ
た
と

き
に
そ
の
是
非
が
わ
か
る
も
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

―
―

や
は
り
続
け
て
き
て
よ

か
っ
た
と

　

農
業
は
人
間
の
食
糧
を
作
る

大
事
な
仕
事
。「
農
業
無
く
し

て
ど
う
す
る
ん
だ
よ
！
」
と
い

う
強
い
信
念
は
持
ち
続
け
て
い

ま
し
た
。

―
―

後
継
者
の
問
題
は
あ
り

ま
す
か
。
ま
た
そ
の
た
め
に
ど

ん
な
活
動
を

　

か
ぶ
の
場
合
は
、
そ
の
時
代

時
代
で
し
っ
か
り
し
た
指
導
者

が
い
て
技
術
を
伝
授
し
て
き
ま

し
た
。
そ
の
せ
い
か
か
ぶ
農
家

の
九
割
方
に
は
後
継
者
が
い
る

ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま

た
、
地
方
の
研
修
生
も
六
十
人

近
く
受
け
入
れ
て
き
ま
し
た
。

柏
で
学
ん
だ
技
術
を
持
ち
帰

っ
て
東
庄
町
や
青
森
県
野
辺
地

町
が
か
ぶ
の
産
地
と
な
り
ま
し

た
。
教
え
て
し
ま
う
と
競
争
相

手
に
な
っ
て
し
ま
う
ん
じ
ゃ
な

い
か
、
と
い
う
声
も
あ
り
ま
す

が
、私
は
そ
う
は
思
い
ま
せ
ん
。

そ
れ
に
負
け
な
い
よ
う
に
こ
ち

ら
が
超
え
る
努
力
を
す
れ
ば
い

い
の
で
す
か
ら
。
い
ず
れ
に
し

て
も
、
後
継
者
が
し
っ
か
り
育

っ
て
い
る
こ
と
が
何
よ
り
う
れ

し
い
こ
と
。
だ
か
ら
こ
そ
「
お

い
ら
が
や
っ
て
き
た
こ
と
は
間

違
っ
て
な
か
っ
た
」
と
思
え
る

の
で
す
。

おいらが
やってきたことは
間違いではなかった

豊四季で小かぶを作る

木村多喜雄さん

柏で初の「家族経営協定」を結んだ
飯塚さん一家（花野井在住）

開かれたこれからの農業に向けて

改
良
を
重
ね
た
小

か
ぶ
作
り

今
で
も
続
け
て
い

る
の
は
頑
固
者
ば

か
り
（
笑
）

農
業
無
く
し
て
ど

う
す
る
ん
だ
よ
！

結びに代えて
　この50年間の都市化は農業離れという結果をもたらしましたが、同時に自然の潤いを求める都市住
民が増えたのも事実です。「身近に緑が欲しい」「身近で採れた物を食べたい」という市民のニーズが「食
べる人の喜ぶ顔が見たい」「身近な人に食べてもらいたい」という農家の思いと一致したところに、体験・
直売などを取り入れた現代の交流型・集客型農業があるのでしょう。また、そこにビジネスとしての
面白さを見いだして、農業を始める若い世代や女性が増えているのも新たな動きです。古代から続く
農の営みは、時代の波を越えて柏でもしっかりと受け継がれています。

都市化の波と農業都市化の波と農業

農 業 こ ん な こ と が あ り ま し た

完成した当時の十余二工業団地

農作業ファッション懐かし写真館

田植えのときはかすりのじゅば
ん・田ももひき・すげがさと決
まっていた（昭和32年）

こちらは野良着。
じゅばんは古く
なったかすりを
リサイクルした
とか（昭和20年）

昭
和
43
年
に
県
の
ミ
ス
農

業
に
輝
い
た
布
施
の
相
模

房
子
さ
ん
。か
っ
ぽ
う
着

姿
が
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ

　これからの農業には、どんな品種を作れば売れるか、将来農家をどのようにしていくかといった
経営感覚が欠かせません。女性のセンスを生かして積極的に多品目生産に挑戦している倉持和代さ
んと、市内で初めて後継者と経営協定を結んだ飯塚さん一家を取材しました。

　農産物直売所「かしわで」にたくさんの品目を届けている倉持さ
ん。「自分が作りたいものを作って直売に出すことが夢だったので
す」とねぎ・おくら・きゅうり・なす・ミニとうもろこしなど
の野菜だけでなく、赤飯やおしんこといった加工品も販売し
ています。女性の感覚をフル活用し、陳列にも気を使って
いるとか。「以前あんずをパックで出したとき、実に葉っ
ぱを付けただけですごく売れたんです。採れたてでおい
しいのは当然ですが、見た目にもこだわりたい」との
こと。倉持さんは市内ＪＡの女性部で組織する女性
連合会の会長も務めています。「農家には女性は

　8月20日に、家族3人の仕事の分担や収
益配分を明文化した「家族経営協定」を市内
で初めて結んだ飯塚さん一家。代々続く農家で、
これまではご夫妻で農業を営んできました。大学

を出て自動車販売の営業をしていた息子の良佑さん
（26歳）が、会社員を辞めて実家の農業を継ぐ決意を
したのがこの協定のきっかけ。協定には家族の約束と
して各自の目標や将来の経営移譲などについて記されて
います。「あと10年もたてば親も動けなくなるから、今の
情熱を持ち続けて協定どおりに頑張りたい」と語る良佑さん。
今は初めてのトマト作りに夢中とか。「これからはどんなものを
作るか戦略的に考えていかないと（妻の文恵さん）」「1年目だけど
一生懸命やっている。どんどん技術を習得して規模を拡大してもら
いたい。これからは3人の意見の調整に努め
ます（夫の恒男さん）」と、協定締結でそれぞ
れの責任感も強くなったようです。

あくまで縁の下の存在で、夫をたてて出しゃば
るなといった風潮がありました。家族は男１
人だけのものではないはずです。今は女性
の時代という追い風もあるので、農家で
働く女性にはどんどん自分の意見を出
して頑張ってもらいたいですね」。

高田の「かしわで」は連日
大盛況

手軽に農業体験できるあけ
ぼの山の市民農園

昭和25年、遊水池の堤防完
成の寸前で起きた洪水

大正初期、原野開墾のため
くわを振るう逆井青年団員

　今や農作業着もジーパンやジャージの時
代。今では高価になってしまったかすりを
昔は着ていたんですね。農家に嫁ぐときの
嫁入り道具の1つだったそうです。

番外編
田げた＆みの

今では使われていない

古い農具たち
　昔の人は、少しで
も農作業を楽にしよ
うと、いろいろな道
具を作りました。そ
のいくつかをご紹介
します。

▲回転除草機
▲踏車（ふみぐ
　るま）＝水を
　高所に上げる
　道具

▼縄ない機

▲万石（まんごく）
　＝上から米を入
　れて斜面の網目
　で粒の大きさを
　選別する道具

▶
種
ま
き
機ここでもっと見られます！

あけぼの山農業公園内資料館
営業時間＝午前10時～午後
4時※月曜日（祝日に当たる
ときは翌日）と年末年始は
休み
交通＝ＪＲ我孫子駅北口か
ら、あけぼの山公園入口行
きバスで終点下車、徒歩7分

昭

生現

柏の50年～農業編特集
木村多喜雄さん（67歳）
豊四季生まれ。周年栽培の確立に
より、豊四季を日本一の小かぶ産
地に育てた。平成13年に農事功
績者「緑白綬有功章」を受章。現在、
柏市農業委員会会長を務める

小かぶの出荷作業風景（昭和44年）

し

柏の



木
造
住
宅
簡
易
耐
震
診

断
・
住
宅
バ
リ
ア
フ
リ

ー
相
談
会

　

と
き　

９
月
26
日
（
日
）
午

前
10
時
〜
午
後
４
時

　

と
こ
ろ　

柏
市
役
所
第
二
庁

舎
一
階
ロ
ビ
ー

　

対
象　

昭
和
56
年
以
前
に
建

築
さ
れ
た
木
造
住
宅
（
在
来
構

法
）
を
所
有
す
る
か
た
、
住
宅

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
考
え
て
い

る
か
た
、
各
先
着
三
十
人
※
住

宅
の
種
類
や
建
築
年
数
は
不
問

　

内
容　

建
築
士
に
よ
る
耐
震

診
断
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー
相
談

　

費
用　

無
料

　

申
し
込
み　

９
月
16
日（
木
）

午
前
９
時
か
ら
、
建
築
住
宅
課

へ
電
話
で

　

問
建
築
住
宅
課
☎
７
１
６
７

│
１
１
４
７

心
身
障
害
者
援
護
施
設

等
通
所
者
の
交
通
費
を

助
成

　

対
象　

市
内
在
住
の
心
身
障

害
者
で
、
身
体
障
害
者
更
生
施

設
、
身
体
障
害
者
授
産
施
設
、

知
的
障
害
者
更
生
施
設
、
知
的

障
害
者
授
産
施
設
、
精
神
障
害

者
生
活
訓
練
施
設
、
精
神
障
害

者
授
産
施
設
、
心
身
障
害
者
福

祉
作
業
所
、
精
神
障
害
者
共
同

作
業
所
に
通
所
し
て
い
る
か
た

　

申
し
込
み　

障
害
福
祉
課

（
市
役
所
第
一
庁
舎
二
階
）
で

配
布
す
る
申
請
書
と
平
成
16
年

４
月
〜
９
月
の
使
用
済
み
の
定

期
券
等
支
払
っ
た
金
額
が
わ
か

る
も
の
（
自
動
車
を
利
用
し
て

い
る
場
合
は
通
所
経
路
の
略
図

と
通
所
距
離
を
書
い
た
も
の
）・

印
鑑
・
銀
行
の
預
金
通
帳
を
持

っ
て
、
10
月
８
日
（
金
）
ま
で

に
障
害
福
祉
課
へ
直
接
※
申
請

書
は
電
話
で
請
求
出
来
ま
す

　

問
障
害
福
祉
課
☎
７
１
６
７

│
１
１
３
６

豪
雨
・
洪
水
時
の
地
下

室
は
危
険
で
す

　

流
れ
込
ん
だ
水
は
地
下
室
を

水
没
さ
せ
、
水
死
事
故
と
な
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。
豪
雨
時
は

入
ら
ず
、
す
ぐ
避
難
す
る
こ
と

が
重
要
。
所
有
者
・
管
理
者
は

日
ご
ろ
か
ら
緊
急
時
の
避
難
方

法
等
を
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

　

問
建
築
指
導
課
☎
７
１
６
７

│
１
１
４
５

危
険
物
取
扱
者
試
験

　

と
き　

11
月
28
日
（
日
）

　

と
こ
ろ　

日
本
大
学
津
田
沼

校
舎
（
習
志
野
市
）

　

試
験
の
種
別　

甲
種
・
乙
種

全
類
・
丙
種

　

願
書
配
布　

９
月
30
日（
木
）

ま
で
に
柏
市
消
防
本
部
、西
部
・

東
部
・
旭
町
消
防
署
で

　

受
験
手
数
料　

甲
種
＝
五
千

円
、
乙
種
＝
三
千
四
百
円
、
丙

種
＝
二
千
七
百
円

　

願
書
受
付
期
間　

９
月
27
日

（
月
）
〜
30
日
（
木
）

　

受
付
場
所　

消
防
本
部
予
防

課
　

◎
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を

　

問
消
防
本
部
予
防
課
☎
７
１

３
３
│
８
７
９
２

痴
ほ
う
介
護
相
談
・
交

流
会

　

と
き　

10
月
1
日
（
金
）
午

後
１
時
半
〜
３
時
半

　

と
こ
ろ　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ

　

対
象　

家
庭
か
職
場
で
痴
ほ

う
の
か
た
を
介
護
し
て
い
る
か

た
　

内
容　

個
別
相
談
、
経
験
者

と
の
話
し
合
い
、
情
報
交
換

　

費
用　

無
料

　

申
し
込
み　

当
日
、
会
場
へ

直
接

　

問
高
齢
者
支
援
課
☎
７
１
６

７
│
１
１
３
５

不
登
校
と
向
き
合
う
親

の
集
い

　

と
き　

９
月
18
日
（
土
）
午

後
２
時
〜
４
時

　

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

　

対
象　

市
内
在
住
で
、
不
登

校
傾
向
の
あ
る
児
童
・
生
徒
の

保
護
者
、
先
着
二
十
人
程
度

　

内
容　

講
演
「
そ
れ
ぞ
れ
に

違
う
子
ど
も
の
成
長
」、
意
見

交
換
、
個
人
面
談

　

費
用　

無
料

　

申
し
込
み　

当
日
、
会
場
へ

直
接

　

問
指
導
課
☎
７
１
６
７
│
１

４
８
２

Ｄ
Ｖ
に
悩
む
男
性
の
た

め
の
一
日
電
話
相
談

　

と
き　

９
月
27
日
（
月
）
正

午
〜
午
後
８
時

　

相
談
用
電
話　

☎
０
４
３
│

２
２
３
│
１
１
３
１

　

問
千
葉
県
男
女
共
同
参
画
課

☎
０
４
３
│
２
２
３
│
２
３
７

６
公
証
相
談

　

と
き　

10
月
６
日
（
水
）
午

後
１
時
〜
４
時

　

と
こ
ろ　

千
葉
地
方
法
務
局

柏
支
局
（
柏
六
丁
目
）

　

内
容　

公
正
証
書
の
作
成

（
遺
言
・
契
約
・
会
社
の
定
款
・

私
文
書
の
認
証
）
に
つ
い
て
、

公
証
人
が
相
談
に
応
じ
ま
す

　

費
用　

無
料

　

そ
の
他　

電
話
で
の
相
談
は

で
き
ま
せ
ん

　

問
千
葉
地
方
法
務
局
柏
支
局

☎
７
１
６
７
│
３
３
０
９

司
法
書
士
法
律
相
談

　

と
き　

10
月
６
日
（
水
）
午

前
10
時
〜
午
後
３
時

　

と
こ
ろ　

消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
　

費
用　

無
料

　

問
千
葉
司
法
書
士
会
柏
支
部

☎
７
１
６
４
│
１
９
０
１

あ
す
な
ろ
キ
ャ
ン
プ

　

と
き　

10
月
25
日
（
月
）
〜

27
日
（
水
）〈
二
泊
三
日
〉

　

と
こ
ろ　

県
立
手
賀
の
丘
少

年
自
然
の
家
（
沼
南
町
）

　

対
象　

次
の
す
べ
て
の
項
目

に
該
当
す
る
市
内
の
小
・
中
学

生
①
長
期
に
学
校
を
休
ん
で
い

る
か
休
む
傾
向
が
あ
る
②
欠
席

の
理
由
が
病
気
以
外
で
あ
る
③

原
則
、
小
学
四
年
生
以
上
で
保

護
者
と
離
れ
て
生
活
で
き
る

　

内
容　

飯
ご
う
炊
さ
ん
、
職

場
・
福
祉
体
験
活
動
、
手
賀
沼

環
境
学
習
な
ど

　

費
用　

無
料

　

申
し
込
み　

10
月
７
日（
木
）

ま
で
に
各
小
・
中
学
校
の
担
任

教
諭
へ
直
接

　

そ
の
他　

10
月
19
日
（
火
）

午
後
１
時
半
か
ら
、
青
少
年
セ

ン
タ
ー
で
説
明
会
が
あ
り
ま
す

　

問
指
導
課
☎
７
１
６
７
│
１

４
８
２

　

老
若
男
女
真
向
体
操
一
日
体
験

①
10
／
２
の
10
時
〜
12
時
、
中

公
②
10
／
９
の
19
時
〜
20
時
半
、

ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。
各
千
円
。
長
谷

部
☎
７
１
３
２
│
２
１
７
２

　

ハ
ワ
イ
ア
ン
の
夕　

９
／
25

の
17
時
〜
21
時
、
市
民
文
化
会

館
。
無
料
。
入
場
整
理
券
の
申

し
込
み
を
。
石
川
☎
７
１
６
７

│
３
９
１
８

　

柏
市
民
カ
ラ
オ
ケ
連
合
会
歌
謡

祭　

10
／
10
の
９
時
半
〜
18
時

半
、
市
民
文
化
会
館
。
無
料
。

佐
藤
☎
７
１
６
７
│
６
８
１
６

　

彩
画
会
展　

９
／
29
〜
10
／
３

の
10
時
〜
17
時
（
初
日
は
13
時
か

ら
、
最
終
日
は
15
時
ま
で
）、
県

プ
ラ
。
水
彩
画
・
油
彩
画
。
無
料
。

明
田
川
☎
７
１
３
２
│
０
４
７
１

　

児
童
英
語
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

９
／
30
の
10
時
〜
12
時
、県
プ
ラ
。

無
料
。ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
あ
り（
五

百
円
）
要
予
約
。
岡
田
☎
７
１
３

２
│
０
９
７
８

　

サ
ー
ク
ル
展
毛
筆
・
ペ
ン
字
・

筆
ペ
ン　

９
／
27
〜
30
の
10
時

〜
18
時
（
27
日
は
14
時
か
ら
、
30

日
は
14
時
ま
で
）、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。

小
竹
☎
７
１
７
３
│
８
２
７
２

　

ル
ン
バ
の
基
本
を
習
い
ま
せ
ん

か　

10
月
毎
㈬
の
20
時
〜
21
時
、

ア
ミ
ュ
ゼ
柏（
計
四
回
）。初
級
者
・

女
性
歓
迎
。
千
円
。
講
師
は
プ
ロ
。

保
木
☎
７
１
３
２
│
５
９
６
４

　

一
時
保
育
「
あ
い
ラ
ン
ド
」
説

明
会　

９
／
21
の
10
時
〜
11
時
・

19
時
半
〜
20
時
半
、
柏
カ
ル
チ

ャ
ー
セ
ン
タ
ー
。
無
料
。
村
田

☎
７
１
４
６
│
４
７
７
０

　

堀
田
力
氏
講
演
「
今
た
す
け
あ

い
活
動
は
」　

10
／
16
の
14
時
〜

16
時
、
中
公
。
先
着
百
八
十
人
。

無
料
。
電
話
で
申
し
込
み
を
。
堀

田
☎
７
１
３
４
│
９
５
３
８

　

東
葛
ま
ち
づ
く
り
交
流
会
「
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
ま
ち（
東
葛
）

の
未
来
を
つ
く
る
」　

10
／
９
の

10
時
〜
13
時
、麗
澤
大
学
。
無
料
。

高
橋
☎
７
１
７
４
│
１
２
１
９

　

大
人
の
た
め
の
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ

ー
ト
「
メ
ゾ
ピ
ア
ノ
の
会
」　

９

／
25
の
13
時
〜
16
時
、
ア
ミ
ュ
ゼ

柏
。
無
料
。
松
岡
☎
７
１
６
９
│

１
９
０
５

　

Ｋ
Ｉ
Ｄ
’Ｓ
マ
マ
リ
サ
イ
ク
ル

バ
ザ
ー　

９
／
30
の
10
時
〜
15

時
、
ス
ー
パ
ー
い
な
げ
や
柏
南
増

尾
店
（
雨
天
翌
日
）。
川
西
☎
０

８
０
│
５
１
８
８
│
９
７
６
３

　

就
学
相
談
会
「
普
通
学
級
で
学

ぶ
障
害
児
の
相
談
会
」　

９
／
28

の
10
時
〜
12
時
、
中
公
。
無
料
。

笠
井
☎
７
１
５
２
│
８
９
６
２

　

カ
ラ
オ
ケ
愛
同
好
会　

月
四
回

㈮
９
時
、ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。
○入
千
円
、

㊊
二
千
五
百
円
。
照
井
☎
７
１
４

４
│
７
４
５
６

　

マ
イ
ダ
ン
ス
同
好
会　

月
三
回

㈫
13
時
、ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。
初
心
者
。

○入
千
円
、
一
回
五
百
円
。
中
村
☎

７
１
６
６
│
３
６
３
２

　

ニ
ッ
ト
・
サ
ー
ク
ル　

月
三
回

㈭
13
時
、
中
公
。
○入
千
円
、
㊊
二

千
円
。
小
田
山
☎
７
１
４
９
│
８

１
５
９

　

合
気
道　

毎
㈮
17
時
20
分
、
松

葉
近
セ
。
○入
三
千
円
、㊊
三
千
円
。

一
カ
月
無
料
体
験
可
。
吉
田
☎
７

１
３
３
│
６
９
９
８

　

手
編
み
グ
ル
ー
プ「
カ
ト
レ
ア
」

「
す
み
れ
」　

第
二
・
四
㈪
・
㈬
10

時
、
藤
心
近
セ
。
初
心
者
歓
迎
。

○入
千
円
、
㊊
千
五
百
円
。
茂
木
☎

７
１
３
９
│
７
０
４
１

　

大
人
の
ピ
ア
ノ
「
羽
衣
会
」　

第
二
・
四
㈮
12
時
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。

六
十
歳
〜
、
初
心
者
。
グ
ル
ー
プ

レ
ッ
ス
ン
。
○入
千
円
、㊊
四
千
円
。

杉
山
☎
７
１
６
６
│
１
９
４
０

　

銭
太
鼓
・
ど
じ
ょ
う
す
く
い
踊

り
「
翔
の
会
」　

月
三
回
㈯
15
時
、

新
田
原
近
セ
。
○入
三
千
円
、
㊊
三

千
円
。
小
梁
☎
７
１
６
２
│
２
４

１
３

近セ＝近隣センター、中公＝中央公民館、教福＝教育福祉会館、県プラ＝さわやかちば県民プラザ、 ＝入会金、 ＝月会費、 ＝年会費

催
し
・
講
習
会

会
員
募
集

平成16年（2004年）9月15日 第1225号 ⑥

樹　種 数量
（本）高さ（ｍ） 場　所

　家の増改築等により、丹精こめて
育てた樹木が不要となってしまったか
たからの情報をお知らせします。

柏市みどりの基金へ電話で
寄付していただける樹木も
募集しています。ただし、情
報をあっせんするだけですの
で、希望者が申し出るまで待
っていただくことになります

問柏市みどりの基金 ☎7160－3120

寄付樹木のあっせん

■寄付樹木一覧

モッコク 1 3.0 
モチノキ 1 3.5 富里1丁目
マツ 1 6.0 
ヤエザクラ 1 8.0 根戸
イチョウ 1 2.0 東1丁目
ソメイヨシノ 1 8.0 戸張
ムクゲ 5 1.0～2.5 
カナメモチ 1 2.5 西原2丁目

サザンカ 2 1.9・2.5 西原2丁目・
   酒井根3丁目
ヤツデ 8 1.5～2.0 新逆井1丁目
ナンテン 1 2.7 
コニファー 1 2.0 豊四季

申し込み
その他種　目 ところ 部 門・定 員 申し込み

柏の葉公
園内広場
柏の葉公
園内コミ
ュニティ
体育館

柏西高体
育館

柏の葉公
園内

①グラウン
ドゴルフ 先着360人

ミックスの部＝先着20
組、小学校低学年の部
＝先着15組、小学校高
学年の部＝先着15組
レディースの部＝先
着6チーム、ミックスの
部＝先着12チーム

先着150人

②ショート
テニス

③ソフトバレ
ーボール

④散策ウォー
ク（約3km）

9月16日㈭午
前9時から、
体育課（市役
所第2庁舎4
階）へ電話か
直接。申し込
みは1人1種
目。②は2人1
組、③はチー
ム単位で申
し込みを

とき　10月10日㈰午前9時～午後0時40分※当日、午
前8時半から③は柏西高体育館、その他は柏の葉公園内
コミュニティ体育館前で受け付け　対象　市内在住・在
勤・在学のかた　費用　無料　その他　柏の葉公園内
で、ニュースポーツ体験コーナーもあり（当日、会場へ直接）

千葉県スポーツ・レクリエーション祭千葉県スポーツ・レクリエーション祭

問体育課 ☎7167－1536

講座名
①楽しい地
図作り講
座

②やりくり
上手家計
簿講座

③エクセル
初級・中
級講座

④はじめて
の人のパ
ソコン教
室

⑤初心者の
インター
ネット・
メール教室

⑥ワード初
心者コー
ス

と　き 対　象 内　容 申し込み

往復はがきに、希
望講座名を明記
し、住所・氏名・
年齢・電話番号と
返信面のあて先を
書いて、〒277－
0005柏5丁目8－
12　柏市中央公
民館へ、①～③
は9月21日㈫、④
～⑥は9月24日㈮
までに郵送で（必
着）※応募は1人1
通。応募者多数
の場合は抽選。
①・③～⑥は以
前に受講したかた
は応募できませ
ん

問中央公民館 ☎7164－1811

■中央公民館の
パソコン講座

10月2日㈯午
後1時～4時

市内在住・在勤
で、文字入力がで
きるかた、25人

市内在住・在勤
で、文字入力がで
きるかた、25人

市内在住・在勤
で、文書作成がで
きるかた、25人

市内在住・在勤
で、はじめてパソ
コンに触れるか
た、25人

市内在住・在勤
で、パソコンの初
心者のかた、25人

市内在住・在勤の家
計簿を利用したいか
たで、文字入力がで
きるかた、25人

ワードで案内状な
どに張り付ける地
図を作ります

エクセルで家計簿
の表を作り、記帳
の仕方を学びます

エクセルを使った
スケジュール表・
住所録などを作り
ます
ウインドウズパソ
コンの電源の入り
切り、マウスの使
い方など基本的操
作を学びます

パソコンやイン
ターネット・メー
ルの基礎を学びま
す

案内状作成を通し
て、ワードの基本
を学びます

10月4日㈪午
後1時半～ 4
時半

10月～ 12月
の第3土曜日
午後1時～ 4
時（計3回）

10月16日㈯
午 前9時 半
～ 午 後0時
半

10月16日㈯・
23日㈯午後
1時半～ 4時
半（計2回）

10月17日㈰・
24日㈰午前9
時半～午後0
時半（計2回）

※会場は①・③は柏一小、その他は中央公民館。費用は①は90円
（CD－R代）、その他は無料。②・④・⑥は交換用のDOS－Vの初
期化した2HDフロッピー1枚の持参を。講師はパソコンボランティア



ト
ー
ラ
ン
ス
市
・
承
徳

市
派
遣
青
少
年
の
帰
国

報
告
会

　

と
き　

９
月
26
日
（
日
）
午

後
１
時
〜
３
時
半

　

と
こ
ろ　

勤
労
会
館

　

対
象　

市
内
在
住
の
か
た
、

先
着
五
十
人

　

内
容　

８
月
に
姉
妹
都
市
米

国
・
ト
ー
ラ
ン
ス
市
、
友
好
都

市
中
国
・
承
徳
市
を
訪
問
し
た

青
少
年
の
現
地
で
の
体
験
報
告

　

費
用　

無
料

　

申
し
込
み　

９
月
16
日（
木
）

午
前
９
時
か
ら
、
柏
市
国
際
交

流
協
会
（
旭
町
一
丁
目
）
へ
電

話
か
直
接

　

問
柏
市
国
際
交
流
協
会
事
務

局
☎
７
１
４
４
│
１
３
０
０
・

国
際
交
流
室
☎
７
１
６
７
│
０

９
４
１

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト

　

と
き　

10
月
２
日
（
土
）
午

前
10
時
〜
午
後
２
時

　

と
こ
ろ　

名
戸
ケ
谷
第
三
公

園
　

そ
の
他　

出
店
者
も
募
集
。

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込
み

を
　

問
小
規
模
福
祉
作
業
所
サ
ク

セ
ス
☎
・
℻
７
１
７
２
│
０
３

０
０生

涯
学
習
フ
ェ
ス
タ

2004
　

と
き　

10
月
３
日
（
日
）
午

前
10
時
〜
午
後
３
時
半

　

と
こ
ろ　

モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究

所
（
光
ケ
丘
二
丁
目
）

　

内
容　

吹
奏
楽
演
奏
、
遊
び

の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど

　

費
用　

無
料

　

問
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
☎
７

１
７
３
│
３
１
９
１

国
際
教
育
支
援
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト

　

と
き　

10
月
23
日
（
土
）
午

前
11
時
〜
午
後
２
時

　

と
こ
ろ　

千
代
田
町
公
園

　

そ
の
他　

出
店
者
も
募
集

　

問
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
学
校
を
贈

る
会
☎
７
１
６
７
│
６
３
６
０

市
制
施
行
五
十
周
年
記

念
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
「
炎
の
コ
バ
ケ

ン　

音
楽
を
語
る
」

　

と
き　

11
月
10
日
（
水
）
午

後
６
時
〜
８
時
半

　

と
こ
ろ　

ア
ミ
ュ
ゼ
柏

　

定
員　

先
着
四
百
人

　

出
演　

指
揮
者
・
小
林
研
一

郎
氏
、
声
楽
家
・
一
ノ
関
佑
子

氏
、
市
立
柏
高
校
吹
奏
楽
部

　

入
場
料　

二
千
九
百
円

　

申
し
込
み　

柏
商
工
会
議
所

（
東
上
町
）
へ
、
入
場
料
を
添

え
て
直
接

　

問
柏
商
工
会
議
所
☎
７
１
６

２
│
３
３
０
５

臨
時
生
活
支
援
補
助
員

　

勤
務
場
所　

知
的
障
害
者
更

生
施
設
「
み
ど
り
園
」（
我
孫

子
市
）

　

募
集
人
数　

若
干
名

　

勤
務
期
間　

10
月
１
日
〜
来

年
３
月
31
日
※
更
新
あ
り

　

勤
務
時
間　

土
・
日
曜
日
を

含
む
週
五
日
午
前
７
時
〜
正

午
、
午
前
11
時
45
分
〜
午
後
８

時
15
分
、
午
後
４
時
半
〜
翌
日

午
前
９
時
半
の
三
交
代
制
（
時

間
短
縮
あ
り
）
※
勤
務
割
に
よ

る
週
休
二
日

　

勤
務
内
容　

知
的
障
害
者
の

食
事
の
介
助
な
ど
、
生
活
全
般

の
支
援

　

賃
金
（
時
給
）　

九
百
八
十

円
※
夜
勤
は
二
五
％
増
し
、
交

通
費
は
別
途
支
給

　

選
考
方
法　

書
類
選
考
、
面

接
　

申
し
込
み　

写
真
を
張
っ
た

履
歴
書
を
〒
２
７
０
│
１
１
２

１
我
孫
子
市
中
峠
二
三
一
〇　

み
ど
り
園
へ
、９
月
30
日
（
木
）

ま
で
に
郵
送
で
（
必
着
）

　

問
み
ど
り
園
☎
７
１
８
７
│

０
５
１
１

時
間
外
保
育
職
員

　

勤
務
場
所　

名
戸
ケ
谷
保
育

園

　

募
集
人
数　

一
人

　

勤
務
時
間　

月
〜
金
曜
日
午

前
７
時
〜
８
時
半
・
午
後
３
時

半
〜
７
時
、
土
曜
日
午
前
７
時

〜
８
時
半
・
正
午
〜
午
後
７
時

（
交
代
制
）

　

賃
金
（
時
給
）　

有
資
格
者

＝
九
百
十
円
、
無
資
格
者
＝
八

百
七
十
円
※
交
通
費
は
別
途
支

給

　

申
し
込
み　

写
真
を
張
っ
た

履
歴
書
・
印
鑑
・
資
格
証
明
書

の
写
し
（
あ
る
か
た
だ
け
）
を

持
っ
て
、
９
月
22
日
（
水
）
ま

で
に
名
戸
ケ
谷
保
育
園
へ
直
接

　

そ
の
他　

子
育
て
経
験
・
専

門
知
識
の
あ
る
か
た
を
優
先

　

問
名
戸
ケ
谷
保
育
園
☎
７
１

６
４―

８
７
８
３

自
衛
官

　

募
集
職
種　

①
防
衛
医
科
大

学
校
生
②
防
衛
大
学
校
生
③
看

護
学
生

　

対
象　

い
ず
れ
も
高
校
卒
業

者
で
①
・
②
＝
二
十
歳
以
下
③

＝
二
十
三
歳
以
下
の
か
た

　

◎
申
し
込
み
は
10
月
１
日

（
金
）
ま
で
。
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
を

　

問
自
衛
隊
柏
募
集
案
内
所
☎

７
１
６
３
│
６
８
８
４

　

日
本
各
地
の
盆
踊
り
「
千
代
田

わ
ら
べ
会
」　

月
二
回
㈬
12
時
半
、

千
代
田
近
セ
。
初
心
者
歓
迎
。
㊊

二
千
円
。
小
澤
☎
０
８
０
│
３
０

９
４
│
８
５
５
０

　

日
本
各
地
の
盆
踊
り
「
新
田

原
わ
ら
べ
会
」　

月
二
回
㈬
10
時
、

新
田
原
近
セ
。
初
心
者
歓
迎
。
㊊

二
千
円
。
小
澤
☎
０
８
０
│
３
０

９
４
│
８
５
５
０

　

投
稿
を
楽
し
む
会　

第
一
・
三

㈮
13
時
、
中
公
。
投
稿
・
自
分
史
。

○入
千
円
、
㊊
三
千
円
。
竹
本
☎
７

１
６
３
│
６
４
４
６

　

観
世
流
謡
曲
「
土
謡
会
」　

第

二
・
四
㈯
９
時
、
南
部
近
セ
体
育

館
。
一
回
百
円
。
石
田
☎
７
１
７

４
│
４
２
３
３

　

毛
筆
書
道
「
四
ツ
葉
会
」　

第

二
・
四
㈬
13
時
、
永
楽
台
近
セ
。

㊊
千
五
百
円
。
見
学
可
。
清
水
☎

７
１
４
５
│
４
５
１
０

　

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
サ
ー
ク
ル　

第

一
・
三
㈬
９
時
半
、
藤
心
近
セ
。

初
心
者
。
○入
千
円
、
㊊
二
千
円
。

水
野
☎
７
１
７
４
│
４
５
９
２

　

墨
の
会　

第
一
・
三
㈯
10
時
、

今
谷
上
町
ふ
る
さ
と
会
館
。
初
心

者
歓
迎
。
楷
書
基
本
か
ら
。
㊊
二

千
円
。
歌
川
☎
０
９
０
│
５
７
５

１
│
６
６
９
６

　

ペ
ン
習
字
「
若
葉
会
」　

第
一
・

三
㈯
９
時
45
分
、
永
楽
台
近
セ
。

○入
五
百
円
、二
カ
月
二
千
五
百
円
。

薮
崎
☎
７
１
６
６
│
３
０
０
４

　

松
葉
カ
ラ
オ
ケ
愛
唱
会　

月
三

回
㈮
13
時
、
松
葉
近
セ
。
唱
歌
・

新
曲
・
歌
謡
。
○入
千
円
、
㊊
三
千

円
。
講
師
指
導
あ
り
。
七
海
☎
７

１
３
２
│
０
３
７
８

　

な
か
よ
し
ダ
ン
ス　

第
一
〜
四

㈫
19
時
、
松
葉
近
セ
。
初
心
者
。

㊊
三
千
円
。
毛
利
☎
７
１
３
４
│

４
５
４
８

　

卓
球
ク
ラ
ブ　

毎
㈬
11
時
・
13

時
、酒
井
根
近
セ
。
初
心
者
歓
迎
。

○入
千
円
、
㊊
千
五
百
円
。
吉
川
☎

７
１
３
９
│
２
２
５
２

　

柏
栄
音
楽
歌
謡
倶
楽
部　

月
三

回
㈭
19
時
、
光
ケ
丘
近
セ
。
新
旧

歌
謡
・
唱
歌
。
○入
千
円
、
㊊
三
千

円
。
ピ
ア
ノ
で
指
導
。
須
藤
☎
７

１
７
４
│
６
７
８
７

　

軟
式
野
球
「
ま
つ
ば
」　

毎
㈰

14
時
45
分
、
松
葉
町
グ
ラ
ウ
ン
ド

ほ
か
。
練
習
か
試
合
。
㊊
千
円
。

平
均
年
齢
四
十
歳
の
チ
ー
ム
。
萩

原
☎
７
１
３
２
│
４
３
８
５

　

高
田
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会　

月
三

回
㈭
13
時
、
高
田
近
セ
。
初
心
者

歓
迎
。
新
旧
歌
謡
・
唱
歌
。
○入
千

円
、㊊
三
千
円
。
講
師
指
導
あ
り
。

堀
江
☎
７
１
４
３
│
３
６
３
７

　

ペ
ン
習
字
「
若
竹
会
」　

第
二
・

四
㈯
10
時
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。
○入
千

五
百
円
、
㊊
千
六
百
円
。
宇
佐
見

☎
７
１
７
４
│
０
６
６
５
（
19
時

以
降
）

　

大
正
琴
「
み
ど
り
会
」　

第
一
・

三
㈮
10
時
、
南
部
近
セ
。
初
心
者

歓
迎
。
㊊
三
千
円
。
ハ
ナ
ミ
☎
７

１
７
２
│
７
６
３
８

　

大
正
琴
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
望
陽

会
」　

第
二
・
四
㈪
12
時
、
西
原

近
セ
。
○入
千
円
、
㊊
千
円
。
西
田

☎
７
１
３
９
│
３
０
２
３

　

千
代
田
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会　

月

三
回
㈫
17
時
・
19
時
、
千
代
田
近

セ
。
唱
歌
・
新
旧
歌
謡
。
○入
千
円
、

㊊
三
千
円
。
講
師
ピ
ア
ノ
指
導
。

岡
野
☎
７
１
６
７
│
６
２
３
９

　

中
国
語
さ
ら
な
る
一
歩　

毎
㈪

18
時
45
分
、
中
公
。
㊊
五
千
円
。

講
師
は
大
学
の
中
国
語
教
師
。
松

本
☎
７
１
３
４
│
２
３
６
６

　

ほ
の
ぼ
の
ダ
ン
ス　

毎
㈫
13

時
、
逆
井
武
道
館
。
多
少
踊
れ
る

男
性
歓
迎
。
㊊
二
千
五
百
円
。
柴

垣
☎
７
１
６
４
│
１
０
５
２

　

湯
漢
語
会　

毎
㈮
14
時
、
寺
島

文
化
会
館
。中
国
語
の
実
用
会
話
。

㊊
五
千
円
。
王
☎
７
１
４
９
│
９

１
９
６

　

健
康
リ
ズ
ム
体
操　

毎
㈬
11

時
、
松
葉
近
セ
。
○入
千
円
、
㊊
千

三
百
円
。
増
田
☎
７
１
３
１
│
３

４
２
８

◎
日
時
・
場
所
は
予
定
で
す
。

必
ず
確
認
の
上
、
お
出
か
け
く
だ

さ
い

　

猫　

生
後
一
カ
月
の
雑
種
。
雌

一
匹
（
白
地
に
黒
い
ブ
チ
）。
木

下
☎
０
９
０
│
２
６
７
５
│
０
３

８
０

平成16年（2004年）9月15日⑦ 第1225号

1日㈮・8日㈮午前10時～午後4
時（計２回）。先着10人。430円

古布の裂き織
りでバッグ作り

7日㈭午前10時～午後3時。先
着15人。100円

シャツでバッ
グ作り

10日㈰午前10時～正午。先着
10人。無料

15日㈮午前10時～午後3時。
先着10人。150円

古布で三編み
クッション作り

19日㈫午前10時～正午。先着
10人。無料

20日㈬午前10時～午後1時。
先着10人。100円

自転車（パン
ク）修理

21日㈭・28日㈭午前10時～午後
4時（計２回）。先着10人。300円

和服でベスト
作り

和布でメガネ
ケース作り

22日㈮午前10時～午後3時。
先着20人。100円

古布でわらじ
作り

24日㈰午後1時～3時。先着15
人。無料

包丁研ぎ

30日㈯午前10時～午後3時。
先着15人。200円

ネクタイでポ
ーチ作り

おもちゃ・家
庭用品の修理

問柏市リサイクルプラザリボン館 ☎7199－5082
※申し込みは9月16日㈭午前9時半から、同館へ電話で

10

催　し と　き と こ ろ 対　象 申し込み内　容

10月2日㈯午前
9時半～午後1
時

④わくわくデイ
キャンプ

光ケ丘児
童センタ
ー

永楽台児
童センタ
ー（永楽
台近隣セ
ンター内）

南部近隣
センター

豊四季台
児童セン
ター

小学生以上（1年
生は保護者同伴）、
先着30人

探検ハイクやゲー
ム、野外炊飯など

9月26日㈰午前
10時半～午後
0時半

⑥お月見会 おはぎづくりやお
茶会など

⑨は9月16日㈭午後
2時から、⑩は9月17
日㈮午前11時から、
豊四季台児童センタ
ーへ電話か直接

9月16日㈭午後2時
から、永楽台児童セ
ンターへ電話か直接

9月16日㈭午後2時か
ら、南部近隣センター内
遊戯室へ電話か直接

9月16日㈭午後2時
から、光ケ丘児童セ
ンターへ電話か直接

9月16日㈭の⑥は午
前10時から、⑦は午
前11時から、豊四季
台児童センターへ電
話か直接

当日、会場へ直接

当日、会場へ直接
10月1日㈮午前
10時半～11時
20分

⑧おはなし会 幼児と保護者、先
着30組

スライド「ありこのお
つかい」ほか

9月28日㈫午後
3時半～4時20
分

②おはなし会
幼児～小学生（幼
児は保護者同伴）、
先着100人

スライド「ありこのお
つかい」ほか

9月26日㈰午前
9時半～正午

⑤お月見パー
ティー

小学生以上、先着
20人

おやつづくりやゲー
ムなど

9月24日㈮午前
10時～正午

①不登校を考え
る親の集い

不登校の子どもの
保護者、先着20人

幼児～小学生（幼
児は保護者同伴）、
先着20人

不登校について
の話し合いや経
験者の話

9月24日㈮午前
10時半～11時
20分

③おはなし会
幼児～小学生（幼
児は保護者同伴）、
先着60人

人形劇「ノンタンぶ
らんこのせて」ほ
か

10月7日㈭午前
10時半～11時
半

⑨幼児のつど
い～ミニ運
動会

幼児と保護者、先
着30組

つなひきや玉入れ
などで交流します

10月9日㈯午後
1時半～3時

⑩トレジャーハン
ティング

小学生以上、先着
20人

宝さがしゲームをし
ます

布施近隣
センター

9月16日㈭午後2時
から、布施近隣セン
ター内遊戯室へ電
話か直接

10月3日㈰午前
9時半～11時
半

⑪ふくろうを作
ろう

小学生以上（小学
2年生以下は保護
者同伴）、先着20
人

布でふくろう型の
マスコットを作りま
す

富里近隣
センター

9月17日㈮午前10時
から、豊四季台児童
センターへ電話で

10月7日㈭午前
10時半～11時
半

⑫幼児のつど
い～ミニ運
動会

幼児と保護者、先
着30組

つなひきや玉入れ
などで交流します

9月29日㈬午前
10時～正午

⑦不登校を考え
る親の集い

不登校の子どもの
保護者、先着20人

カウンセラーの話や
参加者の話し合い

問豊四季台児童センター☎7144－5363

①・②は永楽台児童センター ☎7163－4050、③・④は光ケ丘児童センター ☎7170－7600、⑤
は南部近隣センター内遊戯室 ☎7173－1333（午後1時～5時）、⑥～⑩・⑫は豊四季台児童セン
ター ☎7144－5363、⑪は布施近隣センター内遊戯室 ☎7135－3960（午後1時～5時）

※費用は④・⑤・⑪は100円、⑥は200円、その他は無料■児童センターの催し

問

とき：10月10日㈰午後2時～11日㈪午後2時〈1泊2日〉
ところ：手賀の丘少年自然の家　対象：小学3年生以
上、先着50人（障害のあるかた15人を含む）　費用：
2,500円　申し込み：9月17日㈮の障害のあるかたは午
後2時から、障害のないかたは午後3時から、豊四季台
児童センターへ電話か直接　その他：事前交流会が10
月3日㈰午後1時～3時、永楽台児童センター（永楽台近
隣センター内）であります※保護者同伴

とき：10月3日㈰・10月10
日㈰～11日㈪〈1泊2
日〉など　ところ：永楽
台児童センター（永楽

台近隣センター内）・手賀の丘少年自然の
家　内容・人数：①企画スタッフ＝障害の
ある人やない人との交流宿泊事業の企
画立案や準備（上記以外の日にも活動あ
り）、10人程度②運営スタッフ＝事前交流
会やキャンプ当日の子どもたちのサポート
等運営の手伝い、20人程度　費用：無
料　申し込み：9月18日㈯午前10時から、
豊四季台児童センターへ電話か直接

釜のめしキャンプ
ボランティア
スタッフ募集
青年から高齢者まで

障害のある人もない人も、一緒に遊んだり、
料理や野外レクリエーションを楽しみます

国民健康保険料第 4期
介護保険料第 4期

☎7167－1129
☎7167－1134

納期限は9月30日㈭
※口座振替のかたは預貯金残高にご注意を

問国民健康保険料は保険年金課介護保険料は介護保険課

犬
・
猫
差
し
上
げ
ま
す



柏
駅
周
辺
は
、近
年
「
若
者
の
街
」

と
称
さ
れ
て
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。
街

角
＝
ス
ト
リ
ー
ト
が
キ
ー
ワ
ー
ド

だ
。
駅
前
に
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
集

う
の
も
見
慣
れ
た
光
景
と
な
っ
た
。

そ
の
柏
駅
周
辺
で
ス
ト
リ
ー
ト
イ

ベ
ン
ト
を
企
画
運
営
す
る
「
ス
ト
リ

ー
ト
ブ
レ
イ
カ
ー
ズ
」
の
運
営
委
員

長
が
市
村
さ
ん
だ
。
学
生
・
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
・
自
営
業
者
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
職
や
経
験
を
持
つ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
ま
と
め
る
。
柏
市
が
誕
生
し
た
翌

年
に
柏
市
で
生
ま
れ
、
今
も
市
内
で

旅
行
会
社
を
営
む
生
粋
の
柏
っ
子
。

柏
商
工
会
議
所
青
年
部
で
街
の
活

性
化
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
、
ス
ト

リ
ー
ト
に
こ
だ
わ
る
こ
と
と
な
っ
た

き
っ
か
け
だ
。「
柏
の
街
に
集
ま
る

若
者
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
街
お
こ
し
に

役
立
て
よ
う
」
と
頭
を
ひ
ね
っ
た
。

若
者
と
街
の
接
点
作
り
の
手
始
め

に
、
ス
ト
リ
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン

を
ス
テ
ー
ジ
に
上
げ
る
「
ス
ト
リ
ー

ト
ブ
レ
イ
ク
」
を
平
成
10
年
か
ら
始

め
た
。
応
募
者
は
年
々
増
え
て
今
年

９
月
19
日
開
催
の
第
七
回
目
は
全
国

か
ら
百
組
を
超
え
る
申
し
込
み
。

こ
の
盛
況
ぶ
り
に
も
「
柏
の
情
報

発
信
力
か
ら
考
え
る
と
ま
だ
ま
だ
少

な
い
」
と
い
う
。
柏
独
自
の
文
化
に

こ
だ
わ
り
、
柏
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
・
食
・
ラ
ー
メ
ン
・

ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、

メ
ン
バ
ー
が
出
す
ア
イ
デ
ア
を
柏
ら

し
さ
を
基
準
に
き
び
し
く
選
別
、
イ

ベ
ン
ト
を
成
功
さ
せ
て
き
た
。

　

新
し
い
イ
ベ
ン
ト
は
い
つ
も
手
探

り
で
の
開
催
。
イ
ベ
ン
ト
終
了
後

は
、
充
実
感
と
反
省
に
浸
り
な
が
ら

酌
（
く
）
み
交
わ
す
一
杯
が
た
ま
ら

な
い
と
い
う
。
市
村
さ
ん
の
熱
い
思

い
が
メ
ン
バ
ー
や
出
演
者
の
心
を
つ

か
ん
で
親
交
も
厚
く
な
っ
た
。

ス
ト
リ
ー
ト
の
に
ぎ
わ
い
に
問
題

も
無
い
わ
け
で
は
な
い
。
一
部
の
大

音
響
で
の
迷
惑
演
奏
や
治
安
の
悪
化

だ
。
大
人
も
子
ど
も
も
安
心
し
て
楽

し
め
る
街
に
す
る
た
め
、
ル
ー
ル
の

徹
底
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

「
柏
の
街
が
好
き
だ
か
ら
こ
そ

続
け
て
い
け
る
。
こ
れ
か
ら
も
新
し

い
ネ
タ
を
仕
掛
け
て
い
き
た
い
」
と

語
る
市
村
さ
ん
の
頭
の
中
に
は
、
次

の
街
お
こ
し
の
ア
イ
デ
ア
が
既
に
芽

生
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

中
央
二
丁
目
在
住
。
四
十
八
歳
。

妻
と
子
ど
も
の
三
人
家
族

古紙配合率100％再生紙を使用しています100
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 いち　 むら　　　　   ひ　　で　　お 

市村　日出男さん

ストリートブレイカーズ運営委員長

ストリート文化で街おこし

平成16年（2004年）9月15日

100

来年1月16日㈰まで開催中

市立砂川美術工芸館 柏市柏260 ☎7164－6413

芹沢 介－板絵の願い－絵馬

第1225号 ⑧

ストリ－トブレイクで若者の
演奏に熱い視線を送る

観音様
　芹沢は、絵馬の魅力にひかれ意欲的に絵馬
を収集しました。芹沢自身が描く板絵は、奉
謝の文字を配すと感謝の意を表す絵馬となり
ます。

　市制施行50周年記念事業としてファミリ
かしわ3階特設会場（柏駅行政サービスセ
ンター向かい）で開催されているパネル展。
9月2日からは、柏の「発掘・アート・文化祭」
をテーマに市内で発掘された土器や文化祭
のあゆみなどが展示されています。訪れた
かたは、文化財が静かに物語る柏の歴史を
楽しんでいました。柏駅前のにぎわいの中
で文化に親しんでみてはいかが。パネル展
は、9月29日㈬まで開催されています。

　柏市と沼南町は、8月30日に千葉県の堂本知事へ合併
申請書を提出しました。この申請書は、来年3月28日
に柏市が沼南町を編入合併することとしたもので、県
議会の議決を経て、知事が合併を決定し総務大臣へ提
出されます。堂本知事の「新市には都市と農村の共存、
産業や文化の創造や国際都市としての発展を期待して
います」との言葉に本多市長は、将来へ向かっての街
づくりと中核市移行への意欲を示していました。

柏の文化が香る
発掘・アート・文化祭展

中
核
市
を
目
指
し
て

知
事
へ
合
併
を
申
請

　第1回全国小学生学年別柔道大会が8月
21・22日に神奈川県伊勢原市で開催され、
千葉県代表として出場し、5年女子45キロ超
級で優勝した富勢小の井坂希望さん（写真
左）が小坂監督（写真中央）と、8月27日に
本多市長を訪問しました。全国の強豪相手
に6戦中5戦を一本勝ちした井坂さんに、市
長は「北京の次のオリンピック目指して頑
張ってください」と激励、井坂さんも力強
くうなずいていました。

オリンピックが夢

　「敬老の日」に先立って9月1日に本多市長が
長寿者訪問を行いました。訪れたのは、千代
田2丁目在住の喜多見きよさん、満100歳。毎
日規則正しく生活し、テレビで時代劇や野球・
相撲を楽しみ、寝酒もたしなむのが長生きの
秘けつと話していました。関東大震災の記憶
を話す喜多見さんに、市長は「これからもお
元気にお過ごしください」と握手。今年、市
内で100歳以上のかたは32人です。

お元気で長生きを
長寿者を訪問

柔道で全国制覇を報告


